
全国共済農業協同組合連合会

  平成29年度 JA共済 全国小・中学生

入賞作品集

入賞者名簿
◆

第61回

第46回

JA共済は書道・交通安全ポスターコンクールをはじめとした
様々な地域貢献活動に取り組んでいます。 ちいきのきずな



全国共済農業協同組合連合会

経営管理委員会会長

　ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールと交通安全ポスターコンクールに作品を応募してくださった小・

中学生の皆さん、素晴らしい作品をありがとうございました。

　そして、めでたく入賞された皆さん、本当におめでとうございます。

　このコンクールは次代を担う小・中学生の皆さんに、助け合いと思いやりの気持ちを伝えると共に、交

通安全への意識を高め、それが世の中に広がることを願い、ＪＡ共済が取り組んでいるものです。

　おかげさまで書道コンクールは今年 61 回目を迎え、全国の小・中学校、延べ 31,742 校から、条幅と半

紙の部あわせて 1,446,745 点の作品が寄せられました。また、46 回を迎える交通安全ポスターコンクール

には全国の小・中学校 7,161 校から、164,323 点の作品が寄せられました。昨年度より書道は約２万点、

交通安全ポスターにおいても約千点の増加となり、少子化が進む現代において、応募点数が増加し、これ

ほどまでにたくさんの作品をご応募いただき大変嬉しく思います。このコンクールはその規模、歴史、質

どれをとっても日本を代表する大きなコンクールであると自負しております。

　これは、ひとえに皆さんの書道や美術に対する熱心な取り組みと努力の結果です。本当にありがとうご

ざいました。

　作品をご応募いただきました小・中学生の保護者の皆さん、ご指導いただいた先生、各賞をいただきま

した関係省庁・団体、さらに審査員の方々に対し、深く感謝申しあげます。

　今後とも、関係各位の一層のご理解とご支援ご協力を賜りますようお願い申しあげます。

平成 30 年２月２日

ごあいさつ

市村　幸太郎

ごあいさつ
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　ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールは、質、量ともに最高レベルのコンクールとして知られ
ています。全国から一堂に集結した小 ･中学生皆さんの作品は、まさに日頃の努力の結晶とでも言
うべきもので、さすがに力作ぞろい。文字を大切にして一生懸命に書き込んだ作品は、心に強く響
きます。皆さんの豊かな美しい心に敬意を表します。
　審査会場では、ＪＡ共済の万全の準備と正確な記録、円滑な進行の下、作品が一点一点大切に取
り扱われる中、審査は、第１次、第２次、最終審査の順で厳正かつ「いい作品は見落とさない」と
いうことを心に慎重に行いました。
　受賞された作品は、審査員全員から高い評価を得た作品で、合議により決定されたものです。審
査を通して素晴らしいたくさんの作品と対面できたことを何よりも嬉しく思います。ますます期待
が高まります。
僅かの差で選考からはずれた作品がいくつもあったことが惜しまれてなりません。

審査総評〈書道〉 � 審�査�員�長
日�展�理�事  新

あ ら

井
い

 光
こう

風
ふ う
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『うれしかった』
校ちょう先生からのう林水さん大じんしょうにえらばれ
たよときいたとき、それがどんなしょうかわかりませんで
した。しょどうコンクールで一ばんのしょうだとわかり、
びっくりしました。かぞくのみんなもしゅうじの先生も「す
ごいね。おめでとう。」といってくれてとてもうれしかった
です。
なつ休みにはじめて「ことり」をかいたときは、ふでが
大きくてうまくかけませんでした。ふとく大きくかくとこ
ろや、「と」のまがるところがむずかしかったけどしゅうじ
の先生におしえてもらいながらなん回もれんしゅうしたら
すこしずつかけるようになりました。これからももっとれ
んしゅうしてじょうずにかけるようにがんばります。

『びっくり！びっくり！』
びっくり！びっくり！私の作品が農林水産大臣賞に選ば
れるなんて。夏休みに書いた「花ごよみ」が金賞に入った
ときにも驚きましたが、今回はもっとびっくりしました。
それは、失敗したなあと思っていたからです。
「花」は大きく書くように気をつけました。漢字一文字
で目立つので、特に大きく書きました。七画目のはねがで
きるようになってうれしかったです。
「み」は、元気よく書こうと、横にとぶくらいのいきお
いで体全体で、書きました。大きく、いきおいのある作品
になったと思います。

◀
一
点
一
画
力
強
い
筆
運
び
で
線
に
重
み
が
あ
り
、
整
然
と
し
た
字
配
り
で
四
文
字
が
形
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。
注
意
力
が

隅
々
に
ま
で
行
き
渡
り
、
隙
が
な
い
。

◀
線
が
伸
び
伸
び
し
て
い
て
力
強
く
、
生
き
生
き
と
素
晴
ら
し
い
。
一
筆
一
筆
落
ち
つ
い
た
筆
運
び
で
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

せ
ま
い
所
に
名
前
も
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

香
川
県
・
高
松
市
立
太
田
南
小
学
校
３
年 

岡　

愛
姫

山
口
県
・
下
関
市
立
熊
野
小
学
校
１
年 
志
摩　

修
斗

入賞作品 農林水産大臣賞 ●条幅の部 講評：新井　光風
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『創造の喜び』　
学校の先生から、私の書いた作品が農林水産大臣賞に選
ばれたという知らせを受けた時、初めは信じられませんで
したが、本当のことだと分かり、とてもうれしかったです。
今回の課題「創造の喜び」には漢字が三つあります。そ
のすべてに「口」という字が入っていて、それぞれ上手く
形をとるのが難しく、先生に何度も指導していただきまし
た。
私は小学二年生から習字を習い始めました。母も子供の
ころに通っていた習字教室です。先生のおかげで、字を筆
で書くのが大好きになりました。これからも、のびのびと
した良い字が書けるようがんばりたいと思います。

『強い意志』
私は５年前から書道を習い始め、このコンクールには小
学３年生のときから応募しはじめました。３年生、４年生
のときは、このような大きな賞を受賞できず、残念な思い
をしました。ですが、今年会場で「農林水産大臣賞」を自
分が受賞したと聞いた時、心の中で拍手がおきました。う
れしさと驚きで心がいっぱいになって、泣きそうになりま
した。これからも、書道を指導してくださる先生、支えて
くれる家族に感謝しながら、作品を見てくれた人に感動を
与えられる字を書きたいという「強い意志」をもって、お
けい古にはげみたいと思います。

愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
味
鋺
小
学
校
５
年 
小
野　

心
丸
知

◀
線
が
明
快
で
、
強
く
て
美
し
い
。
歯
切
れ
の
い
い
筆
遣
い
で
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
。
ゆ
る
ぎ
な
い
字
配
り
で
紙
面
い
っ

ぱ
い
に
気
が
満
ち
て
お
り
、
広
々
と
し
た
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。

千
葉
県
・
松
戸
市
立
第
六
中
学
校
２
年 

木
村　

愛
美

◀
整
然
と
し
た
明
る
い
作
品
で
気
持
ち
が
い
い
。
技
法
的
に
も
見
事
。
紙
面
全
体
に
爽
や
か
な
空
気
が
感
じ
ら
れ
、
に
ご
り

の
な
い
美
し
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

●●条幅の部
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『がんばったしゅうじ』
　わたしは、「のう林水さん大じんしょう」にえらばれたよ。と
聞いて、とてもおどろきました。かぞくのみんなが「すごい。
よくがんばったね。」とよろこんでくれました。
「たわら」の「わ」の字がうまく書けなくて、なん回もれん
しゅうしました。
しゅうじは楽しいけれど、ときどき書けない字があって、く
やしい思いをすることがあります。だけどがんばって書いてい
ると、上手に書けるようになってくるので、うれしくなります。
これからも先生の教えをよく聞いて、むずかしい字にちょう
せんしていきたいです。
すばらしい賞をありがとうございました。

『嬉しくて夢かと思った』
　僕がこの賞を知った時、驚きで夢かと思いました。でも、少
しずつ喜びが溢れてきました。夏休み中、習字教室や家で何枚
も練習しました。上手く書けずに何度も悔し涙がでたけど、あ
きらめずに頑張って良かったです。家族みんなが喜んでくれま
した。僕の習字の好きな所は、100枚書いても同じ作品は１枚
もない事です。そして、奇跡の1枚が書けた時の高揚感です。こ
れからの目標は、僕の書いた字を見た人が感動するような字を
書くことです。丁寧に教えてくれた習字の先生、支えてくれた
家族や仲間に感謝します。

青
森
県
・
青
森
市
立
浪
岡
北
小
学
校
４
年 

佐
藤　

仁
理

熊
本
県
・
玉
名
市
立
小
天
小
学
校
２
年 

坂
本　

聖
心

▼文字の姿が凜としていて美しい。字配
り、筆遣い、本文と名前とのバランスな
ど紙面の隅々にまで注意が行き届き、充
実した作品に仕上がっています。

▼どっしりした重みのある線で力強く、
元気があふれています。三文字がお互い
に紙面をゆずりあいながら、字配りよく
伸び伸び書けていて素晴らしい。

●●半紙の部農林水産大臣賞 講評：新井　光風
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和
歌
山
県
・
紀
の
川
市
立
田
中
小
学
校
６
年 

河
内　

菜
々
香

沖
縄
県
・
昭
和
薬
科
大
学
附
属
中
学
校
３
年 

佐
藤　

沙
耶
香

『努力と感謝』
　私は祖母の勧めで小学校一年生から書道をはじめました。一
生懸命書いていくうちに書くことに夢中になり、いつしか、書
がこころのより所になりました。その中で、二年前に妹が文部
科学大臣賞を受賞し、私も全国大会で入賞したいという気持ち
が強くなる中、今年は中学校三年生で最後のチャンスでした。
上手く書けず悔しい思いを何度もしましたが、その悔しさをバ
ネに、何百枚も書きました。今回、農林水産大臣賞受賞の知ら
せを聞き、今までの努力は無駄ではなかったのだなと感激しま
した。
このような賞を受賞できたのも家族の応援と先生方のご指導
のおかげと感謝しています。本当にありがとうございました。

『感謝』
　校長室で私の作品が「農林水産大臣賞」に選ばれたと聞きま
した。教室に戻ってみると、「菜々香の作品が日本一になった
よ。」という担任の先生の声で拍手と歓声が沸き起こり、改めて
賞の大きさを実感しました。
私は去年いただいた知事賞を目標に、今年もひたすら仲間と
共に紙に向かい続けました。そして二年連続知事賞受賞に加え
て、このような名誉ある更に大きな賞をいただき、夢のようで
嬉しい気持ちでいっぱいです。
私を支えて下さった全ての方々に感謝し、心を込めて書き続
けたいと思います。ありがとうございました。

▼線が豊かで潤いがあり、筆の動きが伸
び伸びしています。構成的にもまとまり
がいい。力強さと穏やかさを兼ね備えた
見応えのある作品になりました。

▼線が鋭く、骨力があり、紙を切るよう
な筆遣いで文字の構造が心地よく引き締
まっています。背筋を伸ばした姿勢の文
字で堂々としています。

●●半紙の部
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『みんなにありがとう！』
　担当の先生から「文部科学大臣賞」にえらばれたと聞いた時
は、この賞がすごい賞だという事がよくわかりませんでした。
家に帰って、お母さんに話すと「えっ本当？」とびっくり、
おばあちゃんは、手がふるえて止まらないようすでした。そし
て、家族みんなから「すごい賞だよ！」と言われてはじめてこ
の賞のすばらしさがわかりました。
私はどちらかというと、大ふでで大きく書くことが好きで
す。でも、自分の身長より長い紙に大きく太く書くのは、とて
も大変でした。とくに「ゆうき」の三文字のバランスがむずか
しかったです。一まい書くのに何分もかけて、ゆっくりていね
いに書きました。思うように書けなくて、なみだしたこともあ
りましたが、おけいこでは先生が、家では、おばあちゃんが見
守ってくれて、また家族みんなが応えんしてくれたおかげで、
こんなにすばらしい賞をいただくことができました。私をささ
えてくれたみんなに感しゃしています。
これからも自分に自信を持ってしっかり練習しようと思います。

『びっくりした』
私は県の表彰式の受付の人から「全国で文部科学大臣賞
を受賞しました」と言われた時はポカーンとしてしまいま
した。家族や書道教室の先生がとても喜んでくれました。
「流れる雲」は「流」の最終画をどっしりのびやかに書く事
に気をつけながら夏休みに五百枚は書きました。一つよく
なったら、またちがう所がわるくなる事をくり返したけど
先生方にたくさん教えてもらってこの賞をいただく事がで
きました。書道教室の先生は入賞を目標にするのではなく
筆やすみや紙、全てに感しゃしながら心をこめて練習した
ら結果がついてくると教えてくれます。私は書道が大好き
です。これからもがんばります。この度は本当にありがと
うございました。

岡
山
県
・
岡
山
市
立
平
福
小
学
校
２
年 
山
中　

千
鶴

大
分
県
・
臼
杵
市
立
野
津
小
学
校
４
年 

亀
山　

沙
來

◀
漢
字
の
難
し
い
点
画
が
、
ど
こ
も
ぶ
つ
か
ら
ず
、
う
ま
く
配
置
で
き
た
と
こ
ろ
に
頭
の
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
堂
々
と
書
け

て
お
り
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

◀
な
ん
と
正
し
く
美
し
い
文
字
で
し
ょ
う
。
名
前
ま
で
完
璧
で
す
。
基
本
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
練

習
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●条幅の部文部科学大臣賞 講評：杭迫　柏樹 ●
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『ねばり続けた成果』
文部科学大臣賞と聞いた時、「やったー！」と大声で叫び
たいくらいうれしかったです。
二年前に姉が受賞したので、私も絶対に入賞したいと思
いました。
今年の課題は、五文字のバランスをとることと、紙から
文字が飛び出して来そうな躍動感あふれる作品になるよう
に心掛けました。なかなか納得がいく字が書けず、あきら
めそうになった時もありましたが、もう一枚もう一枚とね
ばり続けたことが、このような素晴らしい賞に結びつき、
心の底から頑張って良かったと思いました。
そして、先生、家族に感謝します。ありがとうございま
した。

『心込めて』
この度は「文部科学大臣賞」という名誉ある賞をいただ
くことができ、驚きと共にこれまでにない感動と喜びを感
じています。
最後の挑戦となる今回の課題はとても難しく、受験勉強
との両立は大変でしたが、一筆一筆丁寧に書くことを心が
け、そして、最後に書き上げた一枚が九年間の思いを込め
た作品となりました。
受賞できたのは、熱心にご指導くださる書道の先生、応
援してくれる学校の先生、いつも励まし支えてくれる家族
のおかげだと心から感謝しています。書道と向き合う中で
身に付けた集中力や精神力を、今後の人生に生かしていき
たいです。

茨
城
県
・
水
戸
市
立
見
川
中
学
校
３
年 

武
藤　

理
歩

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
相
良
小
学
校
６
年 
矢
部　

ひ
か
り

◀
課
題
の
言
葉
通
り
、
高
鳴
る
鼓
動
を
感
じ
ま
す
。
野
生
的
と
も
言
え
る
躍
動
感
は
、
そ
の
裏
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
行
書

体
の
筆
意
の
消
化
に
支
え
ら
れ
て
い
て
大
し
た
も
の
で
す
。

◀
五
字
の
文
字
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ
、
名
前
も
含
め
て
完
璧
に
、
正
し
く
伸
び
伸
び
と
書
け
て
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

「
情
」「
育
」
の
横
線
を
や
や
細
く
し
た
の
も
さ
す
が
で
す
。

●●条幅の部
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『とってもうれしい』
わたしは、文ぶかがく大じんしょうにえらばれてとてもうれ
しいです。おねえちゃんとおにいちゃんがしゅう字をならって
いるので、わたしも一年生になってからならいはじめました。
さいしょはあしがしびれたりいろいろあったけどがんばって字
をたくさんかきました。これができたのはしゅう字の先生のお
かげです。なつ休みにたくさんれんしゅうしました。「は」では、
字を太くするのをいしきしました。「な」では、てんからつなげ
るところをがんばりました。いつもおうえんしてくれるおじい
ちゃん、おばあちゃんありがとう。これからも、上手に字をか
けるようにがんばります。

『気持ちを込めて』
「はるか、おめでとう。」と、お母さんから受賞したことを聞
いて、はじめはびっくりしました。でも、書道教室の先生や、
家族のみんなが、笑顔で「おめでとう。」と言ってくれ、本当に
うれしい気持ちでいっぱいになりました。
「なかよし」という言葉からは、やさしさや温かい気持ちを
感じます。書く時は、そのことを考えながら気持ちを込めまし
た。
このような、すばらしい賞を受賞することができたおかげで、
日本中に私と同じように書道をがんばっている人がたくさんい
るということを知りました。これからも、もっともっと練習を
がんばって良い作品をたくさん書きたいです。本当にありがと
うございました。

岡
山
県
・
倉
敷
市
立
児
島
小
学
校
３
年 

松
下　

晴
香

東
京
都
・
青
梅
市
立
成
木
小
学
校
１
年 

阪
田　

莉
音

▼よほどたくさん書いたのでしょう。基
本どおりに、しっかりと、しかも堂々と
正しく書けています。名前も、隙間を生
かしてさすがです。

▼紙いっぱいに、堂々と書いている姿が
目に浮かんできます。名前もかわいく書
けたね。お習字することが楽しくてしか
たないでしょう。

文部科学大臣賞 ●半紙の部 講評：杭迫　柏樹 ●
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『“大きな夢”がかなった！！』
文部科学大臣賞に選ばれたと聞いた時、びっくりして信じら
れなかったのですが、家族に報告するととても喜んでくれてだ
んだんうれしさがこみあげてきました。
一年生から府のコンクールで毎年賞をいただいていましたが、
文部科学大臣賞は夢のまた夢でした。夏休みは限られた時間の
中で毎日練習をし、しめ切り日ぎりぎりにようやく納得の一枚
を仕上げることができました。
この素晴らしい賞を受賞することができたのは、優しく熱心
に指導して下さる書道の先生、やる気の出るとても楽しい授業
をして下さる学校の書写の先生、家族のおかげだと感謝してい
ます。この喜びを忘れずに、夢や目標にむかって努力していき
たいと思います。

『達成感と感謝』
このたびは「文部科学大臣賞」という名誉な賞をいただき本
当に嬉しく思っています。私には手の届かない賞だと思ってい
たので、学校でこの知らせを聞いた時は達成感と喜びでいっぱ
いになりました。この課題は、線の太さを考えながら文字の形
を整え、さらに全体のバランスを取ることが難しく苦戦しまし
た。途中で練習するのが嫌になりあきらめそうにもなりました
が、粘り強く書き続け、納得のいく作品ができた時は、自分の
力を出し切れたと思いました。今に至るまで、熱心に指導して
くださった習字教室の先生や応援してくれた家族に感謝の気持
ちを忘れず、これからも謙虚な気持ちで習字に取り組んでいき
ます。ありがとうございました。

　日本中から約一四四万点の作品が寄せら
れ、その中から選ばれた、あなたがたの作
品の素晴らしさを見て、文化の国、日本の
未来は、安心と希望に満ちていると感じま
した。必ず大人になるまで続けてください。

� （日展会員　杭迫　柏樹）

宮
崎
県
・
宮
崎
市
立
宮
崎
西
中
学
校
２
年 

小
宮　

ま
ゆ
り

大
阪
府
・
大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野
小
学
校
５
年 

前
田　

凜
太
郎

▼画数の多い文字集団を、こんなに堂々
と収めるのには、大変な苦心があったで
しょう。ことに、二行目の右ばらいの処
理には感心しました。さすがです。

▼大きな夢 —これ以上は書けないほど完
璧に書けています。正しい筆遣いで、し
かも、どこもぶつからないで、自然な姿
に収まるとは正に日本一です。

●●半紙の部
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書
道
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回

ＪＡ全中会長賞
◀
こ
の
堂
々
と
し
た
線
と
結
体
は
ど
こ
か
ら
養
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
見
事
と
し
か
言

い
よ
う
の
な
い
作
品
で
す
。
こ
れ
か
ら
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

◀
課
題
の
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
意
志
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
な
の
で
し
ょ
う
。
名
前

も
大
変
立
派
に
書
け
、
見
る
人
々
に
緊
張
感
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
力
作
で
す
。

◀
紙
い
っ
ぱ
い
に
引
か
れ
た
線
は
よ
ど
み
な
く
大
ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
漢
字
も
仮
名
も
基
本
ど
お
り
に
筆
が
運
ば
れ
練
習
の
成
果
が
大
変
よ
く
表
れ
て

い
ま
す
。

◀
行
書
作
で
す
が
、
線
の
動
き
が
自
然
で
清
澄
感
の
あ
る
好
作
で
す
。
余
白
を
生
か
す

書
き
ぶ
り
は
成
人
を
思
わ
せ
る
。
名
前
も
本
文
と
同
等
に
書
け
全
体
に
テ
ク
ニ
ッ
ク

の
う
ま
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

宮
崎
県
・
宮
崎
市
立
本
郷
小
学
校
１
年

松
本　

晃
明

埼
玉
県
・
羽
生
市
立
手
子
林
小
学
校
５
年

鈴
木　

琴
子

山
梨
県
・
笛
吹
市
立
御
坂
西
小
学
校
３
年

小
倉　

莉
緒
菜

茨
城
県
・
笠
間
市
立
岩
間
中
学
校
１
年

生
駒　

た
ま
を

●条幅の部 講評：星　弘道 ●
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徳島県・徳島市助任小学校６年

木本　実佑
青森県・弘前大学教育学部附属中学校１年

須藤　大翔

青森県・青森市立浪打小学校２年

奈良　ひより
香川県・さぬき市立志度小学校４年

久米川　寛太

▼課題のように智、徳、体が備わっ
た作品です。筆法も正確に書け、
全体の配字のバランスも実に見事
にできています。心が洗われる作
品です。

▼「緑」字の形が難しいですが、
全体をうまくまとめています。大
地から湧きだす緑の植物の元気さ
を肌で感じることができるような
スケールの大きい作品になってい
ます。

▼基本がしっかりした作品になっ
ています。特に横画が立派に引け
ています。上下の文字の点画の違
いがあり、その分難しくしていま
すが線が支えてくれています。

▼紙いっぱいに力強い線で表現さ
れた作品です。小さなことにとら
われず思い切った書きぶりは大変
心地よさを感じさせてくれます。
名前もよく書けています。

●半紙の部 ●

　

選
ば
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
大
変
立
派
な
も
の
で
し
た
。

上
位
作
は
甲
乙
を
つ
け
る
の
に
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

　

書
は
、
一
本
で
も
多
く
の
線
を
練
習
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
線
が
出
来
る
と
形
も
と
れ
て
き
ま
す
。
自
由

に
運
筆
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
書
く
こ
と
が
楽
し
く
な

り
ま
す
。
是
非
と
も
こ
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
。

�

（
日
展
理
事
　
星
　
弘
道
）



13

書
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ー
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61
回

家の光協会会長賞
（ちゃぐりん賞）

熊
本
県
・
宇
城
市
立
豊
福
小
学
校
２
年

沖
田　

琥
珀

石
川
県
・
白
山
市
立
千
代
野
小
学
校
４
年

辻
本　

ひ
ま
り

千
葉
県
・
館
山
市
立
北
条
小
学
校
６
年

佐
野　

文
香

岡
山
県
・
岡
山
市
立
吉
備
中
学
校
２
年

広
瀬　

光
汰

●条幅の部 講評：髙木　聖雨 ●

◀
線
が
力
強
く
、
堂
々
と
し
た
作
品
で
す
。
大
胆
な
筆
遣
い
で
、
見
る
人
に
日
頃
の
努

力
を
想
像
さ
せ
る
快
作
だ
と
思
い
ま
す
。

◀
漢
字
と
平
仮
名
五
文
字
を
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文

字
も
丁
寧
に
書
い
て
あ
り
、
特
に
漢
字
は
理
想
的
な
筆
遣
い
が
な
さ
れ
、
好
感
の
持

て
る
作
品
で
す
。

◀
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
の
あ
る
平
仮
名
に
、
線
の
一
本
一
本
が
し
っ
か
り
書
か
れ
た

漢
字
が
う
ま
く
調
和
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
名
前
も
と
て
も
上
手
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。

◀
字
形
、
線
、
作
品
の
ま
と
め
方
、
す
べ
て
に
お
い
て
優
秀
な
作
品
で
す
。
行
書
の
流

れ
る
よ
う
な
線
は
平
仮
名
と
よ
く
合
っ
て
お
り
、
特
に
名
前
は
優
れ
て
い
ま
す
。
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パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
最
近
は
手

書
き
の
文
字
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
出
品

さ
れ
た
多
く
の
作
品
か
ら
文
字
を
大
事
に
す
る

姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
さ

ん
が
書
道
文
化
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
こ
と
を

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
日
展
会
員
／
大
東
文
化
大
学 

教
授
　
髙
木
　
聖
雨
）

▼隅々まで気配りの行き届いた丁
寧な作品です。落ち着きがあり迷
いのない、切れ味のある素晴らし
い作品です。

▼軽やかなリズムで書かれた線は、
行書の基本をしっかり学んでいる
証でしょう。作品全体に温かみが
あり、生き生きとした作品です。

埼玉県・鴻巣市立広田小学校５年

齋藤　優香
茨城県・水戸市立双葉台中学校３年

舘野　穂香

岩手県・滝沢市立鵜飼小学校１年

柳谷　祐希
茨城県・茨城町立青葉小学校３年

中根　綾香

▼力強い線でうまくまとめあげた
秀作です。特に名前は一字一字丁
寧に書いてあり、作品全体の印象
をよいものとしています。

▼青空のように澄みきった美しい
線で書かれており、明るく立派な
作品です。名前の漢字は堂々とし
ています。

●半紙の部 ●
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
61
回◀

大
き
な
筆
の
動
き
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
堂
々
と
書
き
上
げ
た
見
事
な
作
品

で
す
。
特
に
平
仮
名
の
筆
遣
い
の
良
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
小
学
校
２
年 

木
村　

奏
音

千
葉
県
・
館
山
市
立
九
重
小
学
校
５
年 

池
田　

希
帆

愛
知
県
・
名
古
屋
市
立
小
幡
小
学
校
４
年 

種
村　

名
菜

埼
玉
県
・
上
尾
市
立
上
平
小
学
校
３
年 

田
山　

愛
生

埼
玉
県
・
羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
１
年 

岡
田　

莉
奈

◀
紙
面
の
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
点
、
画
、
線
を
書
け
ば
全
体
が
整
う
の
か
と
い
う

こ
と
が
、
練
習
の
た
ま
も
の
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
大
変
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
作

品
で
す
。

◀
丁
寧
で
力
強
い
筆
遣
い
が
作
品
全
体
を
貫
通
し
て
い
る
知
的
な
作
品
で
す
。
特
に

漢
字
の
込
み
入
っ
た
細
か
い
筆
遣
い
が
素
晴
ら
し
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

◀
漢
字
と
平
仮
名
を
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
見
事
な
字
形
で
書
き
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
作

品
で
す
。
特
に
文
字
の
大
き
さ
と
線
の
強
さ
が
作
品
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す

よ
。

◀
一
年
生
と
思
え
ぬ
大
変
し
っ
か
り
と
し
た
筆
遣
い
、
字
の
形
の
取
り
方
と
も
に
素

晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
学
年
や
名
前
も
工
夫
し
て
書
け
て
い
ま
す
。

ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●条幅の部 講評：長野　秀章 ●
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◀
筆
遣
い
と
字
形
と
が
、
行
書
の
流
麗
な
運
筆
に
見
事
な
ま
で
に
調
和
し
て
い
ま

す
。
特
に
漢
字
の
軽
妙
な
ま
で
の
筆
致
は
中
学
生
と
は
思
え
ぬ
表
現
力
に
感
心
し

ま
し
た
。

◀
何
度
も
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
練
習
量
の
多
さ
が
作
品
の
仕
上
が
り
に
よ
く
表

れ
て
い
ま
す
。
特
に
画
数
の
多
い
漢
字
の
行
書
の
筆
遣
い
は
素
晴
ら
し
い
技
術
で

す
。

◀
一
筆
一
筆
と
て
も
丁
寧
に
力
強
く
書
き
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
特
に
運

筆
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
書
き
進
む
技
能
、
表
現
力
は
大
人
顔
負
け
の
実
力
で
す
ね
。

◀
一
行
の
中
心
が
整
い
、
漢
字
と
か
な
の
大
き
さ
を
見
事
に
調
和
さ
せ
た
作
品
で

す
。
特
に
線
の
伸
び
や
か
さ
と
優
し
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
よ
。

佐
賀
県
・
佐
賀
市
立
循
誘
小
学
校
６
年 

古
賀　

成
美

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
中
学
校
２
年 

藤
村　

実
穂

静
岡
県
・
静
岡
理
工
科
大
学
星
陵
中
学
校
３
年 

望
月　

奈
治

宮
崎
県
・
延
岡
市
立
岡
富
中
学
校
１
年 

小
森
田　

夏
実

●●条幅の部

　

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
の
技
能
を
は
る
か
に
超
え
る
力

作
を
毎
回
審
査
で
き
る
こ
と
に
感
謝
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
毛
筆
で
表
現
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
東
京
学
芸
大
学 

名
誉
教
授
　
長
野
　
秀
章
）
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ＪＡ共済連会長賞・金賞 ●半紙の部 ●

▼１年生とはとても思えない素晴
らしい筆遣いで、紙面いっぱいに
生き生きと書かれています。特に
「は」と「な」の結びは見事です。
名前も余白を上手に使ってバラン
スよくまとめています。

▼堂々とした筆遣いで書かれ、と
ても豊かです。筆の勢いとリズム
を感じさせる素晴らしい作品とな
りました。文字を半紙いっぱいに
書きながら、ぶつかることなく余
白を上手に生かしています。

▼始めから終わりまで集中力がと
ぎれることなく、じっくりと筆を
運んでいます。四文字を紙面いっ
ぱいに上手に書いています。余白
がとてもきれいな作品で名前もバ
ランス良く収めています。

▼漢字二文字をバランス良く半紙
にまとめた素晴らしい作品です。
一点一画、ゆるぎない筆遣いで書
かれ、文字の中心をしっかりと捉
えています。学年と氏名も丁寧に
書き上げ、余白が輝いています。

▼ゆったりとした筆遣いで書かれ、
漢字と平仮名がよく調和した素晴
らしい作品です。紙面全体に対す
る文字の収め方が抜群です。広が
りと豊かさが感じられる見事な作
品となっています。

埼玉県・鶴ヶ島市立鶴ヶ島第一小学校１年

清水　陽音
山口県・下松市立久保小学校２年

武智　春香
北海道・札幌市立緑丘小学校３年

髙橋　優花

徳島県・つるぎ町立半田小学校４年

鎌倉　芽生
福井県・坂井市立大石小学校５年

笈田　穂花

講評：加藤　泰弘
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茨城県・水戸市立赤塚中学校２年

柏　亜美
東京都・青梅市立第二中学校３年

髙橋　華楓

宮崎県・西米良村立村所小学校６年

西　萌子
宮崎県・宮崎市立檍中学校１年

若松　秀磨

▼筆を下ろしてから一貫した流れ
でリズミカルに書かれ、余裕が感
じられます。気持ちが点画の隅々
まで行き届き、紙面に対する文字
の配列も素晴らしく余白の生かし
方が抜群です。

▼行書の運筆をよく理解し、筆遣
いが安定しています。堂々とした
書きぶりで、スケールがとても大
きな作品です。画数の多い漢字を
紙面全体に実に見事に収めていま
す。

▼行書の特徴をよく理解し、リズミ
カルな筆遣いで書かれた見事な作
品です。筆の弾力を上手に使い、
点画のつながりを感じさせます。紙
面全体に対する文字の配列も素晴ら
しく余白が生き生きとしています。

▼着実な筆遣いでゆったりと書かれ、
余裕が感じられる素晴らしい作品と
なっています。漢字三文字と平仮名を
バランス良く調和させて、紙面に上手
に収めています。中学生になっても続
けてください。期待しています。

　

素
晴
ら
し
い
作
品
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
の
作
品
も
点
画
の
隅
々
ま
で
気
持
ち
が
行
き
届

き
、
紙
面
全
体
に
対
す
る
文
字
の
収
め
方
が
抜
群

で
す
。
伸
び
伸
び
と
し
た
書
き
ぶ
り
で
余
白
が
き

れ
い
な
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
文
字
を
丁

寧
に
書
く
こ
と
を
普
段
の
学
び
に
生
か
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
加
藤
　
泰
弘
）

●半紙の部 ●
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ク
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回

千
葉
県
・
館
山
市
立
北
条
小
学
校
３
年 

佐
野　

日
香

高
知
県
・
南
国
市
立
大
篠
小
学
校
２
年 

伊
藤　

綾
南

千
葉
県
・
鋸
南
町
立
鋸
南
小
学
校
２
年 
池
田　

崇
真

三
重
県
・
四
日
市
市
立
高
花
平
小
学
校
１
年 

松
岡　

由
真

山
形
県
・
東
根
市
立
東
根
中
部
小
学
校
１
年 

植
松　

可
恵

ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●条幅の部

京
都
府
・
亀
岡
市
立
大
井
小
学
校
４
年 

橋
本　

茉
歩

茨
城
県
・
茨
城
町
立
長
岡
小
学
校
４
年 

野
村　

美
空

新
潟
県
・
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
長
岡
小
学
校
３
年 

新
保　

心
菜

茨
城
県
・
つ
く
ば
市
立
輝
翔
学
園
谷
田
部
小
学
校
５
年 

細
川　

知
由

宮
城
県
・
仙
台
市
立
八
乙
女
小
学
校
５
年 

東
海
林　

雪
乃

●
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群
馬
県
・
太
田
市
立
宝
泉
中
学
校
３
年 

白
須　

由
唯

青
森
県
・
鶴
田
町
立
鶴
田
中
学
校
３
年 

乘
田　

沙
梨

岐
阜
県
・
各
務
原
市
立
那
加
中
学
校
２
年 

田
中　

美
琉

山
梨
県
・
駿
台
甲
府
中
学
校
２
年 

宮
川　

ひ
よ
り

岡
山
県
・
玉
野
市
立
東
児
中
学
校
１
年 

中
道　

美
愛
里

埼
玉
県
・
羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
６
年 

岡
田　

航
平

山
梨
県
・
韮
崎
市
立
韮
崎
北
東
小
学
校
６
年 

仲
田　

葵

静
岡
県
・
牧
之
原
市
立
相
良
中
学
校
１
年 

本
多　

飛
童

●●条幅の部
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書
道
コ
ン
ク
ー
ル

第
61
回

ＪＡ共済連会長賞・銀賞 ●半紙の部 ●

千葉県・茂原市立中の島小学校１年

久保埜　心月

宮崎県・宮崎市立広瀬小学校２年

吉田　謙信

茨城県・茨城町立青葉小学校２年

えびさわ　そら

兵庫県・小野市立大部小学校３年

本田　心音
千葉県・長南町立長南小学校３年

髙𣘺　慶多

山梨県・甲府市立大国小学校４年

河野　海月
岐阜県・岐阜市立明郷小学校４年

杉村　蓮里
山口県・下関市立一の宮小学校５年

佐々田　瑠華

三重県・四日市市立大矢知興譲小学校１年

井上　碧



22

●半紙の部 ●

沖縄県・南風原町立北丘小学校５年

金城　志歩
愛知県・小牧市立村中小学校６年

東　咲歩
長野県・上田市立南小学校６年

石井　しなの

和歌山県・岩出市立岩出第二中学校１年

増井　柚月
千葉県・茂原市立東中学校１年

白井　茉衣

愛媛県・西条市立丹原東中学校２年

今井　咲佑

愛知県・北名古屋市立師勝中学校２年

関根　萌々花

富山県・入善町立入善中学校３年

小林　季瑚
千葉県・千葉市立おゆみ野南中学校３年

五嶋　彩花
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ン
ク
ー
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第
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回

ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●条幅の部

長
崎
県
・
五
島
市
立
福
江
小
学
校
１
年 
坂
本　

李
記

茨
城
県
・
常
総
市
立
岡
田
小
学
校
１
年 

こ
た
け　

り
な

福
岡
県
・
須
恵
町
立
須
恵
第
二
小
学
校
１
年 

樋
口　

正
宗

青
森
県
・
青
森
市
立
浪
岡
野
沢
小
学
校
２
年 

齋
藤　

大
河

山
梨
県
・
笛
吹
市
立
八
代
小
学
校
２
年 

黒
澤　

弥
来

●

大
阪
府
・
泉
大
津
市
立
穴
師
小
学
校
２
年 

辻
川　

泰
平

鳥
取
県
・
大
山
町
立
大
山
西
小
学
校
３
年 

河
上　

由
依

福
井
県
・
坂
井
市
立
加
戸
小
学
校
３
年 

向
野　

一
え

広
島
県
・
呉
市
立
呉
中
央
小
学
校
３
年 

伊
東　

琥
子
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大
阪
府
・
堺
市
立
御
池
台
小
学
校
４
年 

矢
野　

佳
音

岡
山
県
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
小
学
校
４
年 
尾
﨑　

翔
也

和
歌
山
県
・
岩
出
市
立
中
央
小
学
校
４
年 

粉
川　

隼
汰

大
阪
府
・
高
石
市
立
羽
衣
小
学
校
５
年 

野
中　

月
愛

群
馬
県
・
前
橋
市
立
原
小
学
校
５
年 

小
林　

兜
真

●条幅の部

香
川
県
・
高
松
市
立
多
肥
小
学
校
５
年 

山
中　

槙
子

岡
山
県
・
岡
山
市
立
吉
備
小
学
校
６
年 

間
野　

結

愛
知
県
・
み
よ
し
市
立
緑
丘
小
学
校
６
年 

野
口　

瑞
葵

三
重
県
・
四
日
市
市
立
富
洲
原
小
学
校
６
年 

水
谷　

奈
緒
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ン
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回

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
２
年 

津
曲　

真
衣

福
島
県
・
南
会
津
町
立
荒
海
中
学
校
２
年 

星　

朋
葉

鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
立
甲
南
中
学
校
１
年 
福
嶋　

優
莉

鳥
取
県
・
米
子
市
立
尚
徳
中
学
校
１
年 

木
山　

弥
優

和
歌
山
県
・
有
田
市
立
保
田
中
学
校
１
年 

岩
﨑　

梨
好

●

京
都
府
・
京
都
女
子
中
学
校
２
年 

水
江　

今
日
花

東
京
都
・
八
王
子
市
立
鑓
水
中
学
校
３
年 

佐
藤　

睦
姫

香
川
県
・
三
豊
市
立
三
野
津
中
学
校
３
年 

三
好　

佑
季

沖
縄
県
・
豊
見
城
市
立
長
嶺
中
学
校
３
年 

野
原　

健
斗
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞 ●半紙の部

兵庫県・神戸市立竹の台小学校１年

端　菜々美
島根県・松江市立古志原小学校１年

岡　桃子
滋賀県・大津市立小松小学校１年

五十嵐　航太

静岡県・牧之原市立相良小学校２年

植田　獅星
神奈川県・平塚市立金田小学校２年

飯田　真優
愛媛県・今治市立常盤小学校２年

石丸　侑花

大阪府・高槻市立日吉台小学校３年

明石　結衣
宮崎県・宮崎市立広瀬北小学校３年

川越　美来
和歌山県・広川町立津木小学校３年

落合　結菜



27

書
道
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ン
ク
ー
ル

第
61
回

静岡県・島田市立金谷小学校６年

德田　陽菜
茨城県・笠間市立岩間第三小学校６年

丹治　光
山梨県・笛吹市立境川小学校６年

宮川　いろは

鳥取県・米子市立淀江小学校５年

金本　恋
青森県・平川市立松崎小学校５年

對馬　愛佳
奈良県・御所市立御所小学校５年

松嶌　芽生

長崎県・佐世保市立祇園小学校４年

黑田　咲月
栃木県・佐野市立犬伏東小学校４年

神山　美優
山形県・鶴岡市立広瀬小学校４年

渡部　未蘭

●
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鹿児島県・鹿児島大学教育学部附属中学校３年

尾曲　円
岡山県・玉野市立東児中学校３年

髙塚　紅音
鳥取県・米子市立淀江中学校３年

冨田　咲希

熊本県・益城町立木山中学校２年

守住　唯
奈良県・奈良学園登美ヶ丘中学校２年

和田　来海
沖縄県・糸満市立西崎中学校２年

外間　由梨

大阪府・和泉市立光明台中学校１年

望月　祥貴
静岡県・静岡大学教育学部附属島田中学校１年

田代　愛実
愛媛県・愛媛大学教育学部附属中学校１年

藤澤　佑樹

●●半紙の部
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そ の 他 入 賞 者 名 � 〈書道〉

小学校１年

青 森 県 齋　藤　真里愛

神奈川県 熊　澤　　　巧

山 梨 県 眞 野 兼 伸

滋 賀 県 松 本 咲 希

広 島 県 沖 藤 有 純

佐 賀 県 神 代 詩 歩

熊 本 県 前　田　み　ゆ

小学校２年

岩 手 県 佐々木　琉　斗

栃 木 県 福 冨 叶 望

富 山 県 柴 田 萌 衣

奈 良 県 坂　口　ひな子

和歌山県 橋 本 早 究

島 根 県 井 上 創 太

鹿児島県 富加見　　　舜

小学校３年

北 海 道 髙 橋 優 花

岩 手 県 瀬　川　ちひろ

山 形 県 丸 山 華 乃

長 野 県 加　藤　はつき

滋 賀 県 須 山 咲 香

奈 良 県 佐 伯 文 香

熊 本 県 蓑 田 菜 摘

小学校４年

富 山 県 中 坪 愛 里

兵 庫 県 楠　本　颯士朗

奈 良 県 竹 野 維 乃

香 川 県 山 地 心 音

愛 媛 県 阿 部 琴 美

高 知 県 德 弘 愛 理

宮 崎 県 西 川 和 希

小学校５年

岩 手 県 山　本　　　愛

石 川 県 井 波 結 彩

福 井 県 笈 田 穂 花

静 岡 県 櫻 井 夢 歩

徳 島 県 麻 木 結 加

長 崎 県 小 松 玲 雄

沖 縄 県 金 城 志 歩

小学校６年

宮 城 県 細 川 季 詩

茨 城 県 小　沼　さくら

東 京 都 片 桐 菜 緒

神奈川県 堺　　　有　輝

兵 庫 県 田　代　　　双

山 口 県 東 屋 志 歩

宮 崎 県 本　田　有璃子

中学校１年

青 森 県 古 川 空 侑

宮 城 県 佐 藤 心 葉

福 島 県 星　　　晴　夏

群 馬 県 染 谷 汐 里

東 京 都 新 井 珠 貴

愛 知 県 川 澄 莉 子

広 島 県 有 田 志 歩

中学校２年

秋 田 県 清 水 脩 羽

静 岡 県 入 倉 芽 生

兵 庫 県 宮 本 佳 穂

和歌山県 近 藤 奈 結

山 口 県 工 藤 琉 楠

香 川 県 乃 村 汐 奈

宮 崎 県 志　水　ほのか

中学校３年

栃 木 県 松 島 七 海

神奈川県 竹 村 実 夏

三 重 県 後　藤　菜の子

兵 庫 県 坪　内　　　琳

徳 島 県 小笠原　　　諒

愛 媛 県 越 智 星 愛

佐 賀 県 山 口 桃 子

小学校１年

山 形 県 丸 山 晴 空

栃 木 県 野　中　凰士朗

京 都 府 辻　　　結　月

広 島 県 奥　井　　　凛

高 知 県 池 添 有 真

大 分 県 柳 井 星 七

沖 縄 県 はてるま　ようすけ

小学校２年

群 馬 県 鈴 木 璃 音

長 野 県 佐 藤 史 穣

福 井 県 しんばし　しゅうた

岐 阜 県 河 村 知 樹

兵 庫 県 國 枝 咲 希

岡 山 県 林　　　真　央

長 崎 県 山 田 穂 佳

小学校３年

岩 手 県 菅　生　紅恋葉

長 野 県 滝 口 結 布

富 山 県 上 坂 粋 生

滋 賀 県 澤　　　明　良

山 口 県 近 藤 万 暖

高 知 県 楠 瀬 心 実

長 崎 県 森　　　耶哉子

小学校４年

福 島 県 阿久津　莉　乃

千 葉 県 谷 澤 来 美

石 川 県 山 田 美 海

三 重 県 葊　　　煌　太

京 都 府 小 西 泉 澄

島 根 県 倉 本 悠 良

大 分 県 曽 根 匠 真

小学校５年

愛 知 県 鬼 頭 莉 央

和歌山県 橋 本 学 玖

徳 島 県 山 根 由 衣

香 川 県 蓮 井 友 菜

高 知 県 飯 田 朱 音

熊 本 県 藤 川 尚 士

大 分 県 菅 原 月 愛

小学校６年

岩 手 県 福 士 真 菜

埼 玉 県 安孫子　宥　路

福 井 県 生 田 開 都

三 重 県 青 木 彩 名

京 都 府 松 浦 和 花

広 島 県 竹 内 優 希

愛 媛 県 岸 本 ひ め

中学校１年

宮 城 県 八 巻 小 花

福 島 県 鈴 木 未 来

群 馬 県 阿久沢　果　歩

愛 知 県 米　津　　　和

滋 賀 県 齊　藤　彩矢音

長 崎 県 古 場 愛 梨

大 分 県 牧　　　絵里加

中学校２年

青 森 県 熊 谷 洸 哉

山 形 県 石 川 詩 乃

千 葉 県 櫻 井 遥 月

山 梨 県 望　月　花央梨

岐 阜 県 原　田　みこと

島 根 県 堤　　　祐　尋

長 崎 県 浦 川 七 海

中学校３年

青 森 県 猪 股 由 聖

兵 庫 県 青 田 幸 音

奈 良 県 森 川 愛 観

和歌山県 上 田 夏 瑠

広 島 県 内 藤 美 晴

香 川 県 梶　野　　　彩

佐 賀 県 本 庄 紗 与

ＪＡ共済連会長賞・佳作 ［条幅の部］ ［半紙の部］
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農林水産大臣賞および文部科学大臣賞受賞者在籍校
都道府県名 学　校　名
青 森 県 青森市立浪岡北小学校
茨 城 県 水戸市立見川中学校
千 葉 県 松戸市立第六中学校
東 京 都 青梅市立成木小学校
静 岡 県 牧之原市立相良小学校
愛 知 県 名古屋市立味鋺小学校
大 阪 府 大阪教育大学附属平野小学校
和 歌 山 県 紀の川市立田中小学校
岡 山 県 岡山市立平福小学校
岡 山 県 倉敷市立児島小学校
山 口 県 下関市立熊野小学校
香 川 県 高松市立太田南小学校
熊 本 県 玉名市立小天小学校
大 分 県 臼杵市立野津小学校
宮 崎 県 宮崎市立宮崎西中学校
沖 縄 県 昭和薬科大学附属中学校

書道コンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 厚岸町立真龍中学校
青 森 県 むつ市立田名部中学校
岩 手 県 滝沢市立滝沢小学校
宮 城 県 仙台市立八乙女小学校
秋 田 県 横手市立横手南小学校
福 島 県 白河市立白河第二小学校
茨 城 県 水戸市立飯富中学校
栃 木 県 小山市立小山中学校
群 馬 県 太田市立城西小学校
千 葉 県 市川学園市川中学校
神 奈 川 県 南足柄市立岡本小学校
山 梨 県 山梨市立日下部小学校
新 潟 県 長岡市立三島中学校
福 井 県 福井市木田小学校
岐 阜 県 大垣市立興文小学校
静 岡 県 富士市立須津小学校
三 重 県 四日市市立高花平小学校
滋 賀 県 守山市立速野小学校
京 都 府 京田辺市立三山木小学校
大 阪 府 四天王寺中学校
兵 庫 県 神戸市立唐櫃小学校
奈 良 県 桜井市立桜井西小学校
和 歌 山 県 岩出市立岩出中学校
鳥 取 県 倉吉市立小鴨小学校
島 根 県 松江市立乃木小学校
岡 山 県 倉敷市立味野小学校
広 島 県 広島市立みどり坂小学校
山 口 県 下関市立熊野小学校
徳 島 県 上板町立神宅小学校
香 川 県 さぬき市立長尾小学校
愛 媛 県 今治市立常盤小学校
高 知 県 高知市立三里小学校
福 岡 県 糸島市立前原東中学校
佐 賀 県 武雄市立朝日小学校
長 崎 県 佐世保市立広田中学校
熊 本 県 益城町立木山中学校
大 分 県 中津市立北部小学校
宮 崎 県 延岡市立岡富中学校
鹿 児 島 県 鹿児島市立吉野東小学校
沖 縄 県 うるま市立田場小学校

学　校　賞優　秀　学　校　賞
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応募状況・入賞数 〈書道〉

入賞数
項　目

都道
府県名

条　幅　の　部 半　紙　の　部 計 合
　
　
　
計

優
秀
学
校
賞

学
　
校
　
賞

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

（
ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞
）

会
長
賞

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞�

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

（
ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞
）

会
長
賞

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

大
臣
賞

農
林
水
産

大
臣
賞

文
部
科
学

会
長
賞

J
A
全
中

（
ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞
）

会
長
賞

家
の
光
協
会

金
　
　
賞

銀
　
　
賞

銅
　
　
賞

佳
　
　
作

北海道 1 1 1 1 2 1
青　森 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 4 10 1 1
岩　手 3 1 2 1 5 6 1
宮　城 1 2 1 1 3 4 1
秋　田 1 1 1 1
山　形 1 1 1 2 1 1 3 5
福　島 1 1 2 1 3 4 1
茨　城 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 3 2 1 11 1 1
栃　木 2 1 1 1 3 4 1
群　馬 1 1 1 2 1 1 3 5 1
埼　玉 1 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 7
千　葉 1 1 1 2 4 2 1 1 1 6 2 11 1 1
東　京 1 2 1 1 1 1 1 2 5 1
神奈川 3 1 1 3 4 1
山　梨 1 2 1 1 1 1 1 1 3 2 2 8 1
長　野 1 1 2 1 3 4
新　潟 1 1 1 1
富　山 2 1 1 1 3 4
石　川 1 1 1 1 2 3
福　井 1 1 1 2 1 1 3 5 1
岐　阜 1 1 2 2 2 4 1
静　岡 1 1 1 2 3 1 1 1 3 2 8 1 1
愛　知 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 3 8 1
三　重 1 1 1 1 2 2 1 3 6 1
滋　賀 2 1 2 1 4 5 1
京　都 1 1 3 1 1 3 5 1
大　阪 3 1 2 1 5 6 1 1
兵　庫 4 1 1 2 1 1 6 8 1
奈　良 3 2 1 2 4 6 1
和歌山 2 2 1 1 1 2 1 1 3 4 9 1 1
鳥　取 2 2 4 4 1
島　根 1 1 2 1 3 4 1
岡　山 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 3 1 8 2 1
広　島 1 2 3 1 5 6 1
山　口 1 2 1 1 1 1 1 1 3 6 1 1
徳　島 2 2 1 1 1 1 3 3 7 1
香　川 1 2 2 1 2 1 1 2 4 8 1 1
愛　媛 2 1 2 1 1 2 3 6 1
高　知 1 1 3 1 4 5 1
福　岡 1 1 1 1
佐　賀 1 2 1 1 3 4 1
長　崎 1 1 1 4 2 5 7 1
熊　本 1 2 1 1 1 1 1 1 3 6 1 1
大　分 1 4 1 4 5 1 1
宮　崎 1 1 3 1 2 1 1 1 1 3 1 1 3 10 1 1
鹿児島 2 1 1 3 1 4 1
沖　縄 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 6 1 1
合　計 4 4 4 4 9 18 27 63 4 4 4 4 9 18 27 63 8 8 8 8 18 36 54 126 266 16 40

応募状況
項　目

都道
府県名

条幅の部 半紙の部 応募点数
合　　計

（条幅、半紙）
学　　校　　数 応　　募　　点　　数 学　　校　　数 応　　募　　点　　数

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計
北海道 4 4 8 20 5 25 21 16 37 79 175 254 279
青　森 270 106 376 569 211 780 270 106 376 9,608 1,058 10,666 11,446
岩　手 66 31 97 226 67 293 144 50 194 978 347 1,325 1,618
宮　城 258 105 363 1,052 276 1,328 365 144 509 3,475 506 3,981 5,309
秋　田 1 2 3 1 4 5 14 7 21 69 16 85 90
山　形 21 5 26 64 13 77 71 15 86 1,193 134 1,327 1,404
福　島 206 84 290 809 330 1,139 411 142 553 13,113 4,530 17,643 18,782
茨　城 495 221 716 7,213 2,658 9,871 513 239 752 66,711 32,831 99,542 109,413
栃　木 223 93 316 648 191 839 291 101 392 1,269 217 1,486 2,325
群　馬 294 133 427 4,548 1,232 5,780 313 157 470 53,162 11,535 64,697 70,477
埼　玉 759 286 1,045 14,397 1,736 16,133 811 372 1,183 27,655 4,568 32,223 48,356
千　葉 498 139 637 4,612 450 5,062 668 191 859 56,662 4,240 60,902 65,964
東　京 94 49 143 1,241 592 1,833 192 90 282 2,198 720 2,918 4,751
神奈川 308 156 464 1,175 322 1,497 366 176 542 1,904 421 2,325 3,822
山　梨 122 63 185 1,062 285 1,347 175 86 261 12,837 4,810 17,647 18,994
長　野 83 44 127 331 177 508 328 105 433 31,685 5,203 36,888 37,396
新　潟 5 3 8 8 13 21 15 6 21 53 23 76 97
富　山 140 42 182 888 140 1,028 193 70 263 21,292 1,916 23,208 24,236
石　川 106 34 140 716 116 832 193 52 245 7,275 1,093 8,368 9,200
福　井 143 59 202 1,363 325 1,688 188 76 264 6,549 1,675 8,224 9,912
岐　阜 252 122 374 2,015 665 2,680 353 164 517 17,400 5,832 23,232 25,912
静　岡 361 183 544 3,310 844 4,154 504 268 772 70,901 10,676 81,577 85,731
愛　知 455 196 651 4,390 1,443 5,833 608 251 859 94,776 37,747 132,523 138,356
三　重 229 104 333 1,649 408 2,057 345 133 478 33,259 3,190 36,449 38,506
滋　賀 223 59 282 2,937 198 3,135 223 59 282 5,801 318 6,119 9,254
京　都 118 44 162 1,023 160 1,183 187 71 258 5,662 1,422 7,084 8,267
大　阪 248 92 340 5,047 910 5,957 286 119 405 53,909 5,676 59,585 65,542
兵　庫 456 189 645 8,407 2,213 10,620 516 214 730 56,989 25,303 82,292 92,912
奈　良 179 81 260 2,748 480 3,228 198 100 298 28,301 3,395 31,696 34,924
和歌山 135 41 176 943 124 1,067 204 67 271 6,776 522 7,298 8,365
鳥　取 65 26 91 292 80 372 122 60 182 6,408 2,334 8,742 9,114
島　根 99 26 125 705 144 849 155 42 197 3,293 453 3,746 4,595
岡　山 228 97 325 1,433 355 1,788 360 121 481 17,777 1,693 19,470 21,258
広　島 268 56 324 1,790 323 2,113 413 103 516 47,006 6,582 53,588 55,701
山　口 190 92 282 1,372 369 1,741 280 136 416 26,333 6,939 33,272 35,013
徳　島 126 52 178 1,049 879 1,928 168 76 244 23,055 9,608 32,663 34,591
香　川 159 67 226 645 194 839 159 67 226 2,506 736 3,242 4,081
愛　媛 202 95 297 1,863 514 2,377 273 124 397 33,119 8,817 41,936 44,313
高　知 67 26 93 353 102 455 131 53 184 5,233 360 5,593 6,048
福　岡 6 7 13 13 13 26 20 23 43 57 363 420 446
佐　賀 148 73 221 2,303 427 2,730 159 90 249 21,162 2,004 23,166 25,896
長　崎 255 133 388 2,615 677 3,292 343 192 535 50,731 31,380 82,111 85,403
熊　本 203 68 271 1,030 219 1,249 366 114 480 25,911 3,110 29,021 30,270
大　分 97 50 147 553 144 697 236 99 335 11,070 1,957 13,027 13,724
宮　崎 129 55 184 607 149 756 238 131 369 38,412 19,915 58,327 59,083
鹿児島 196 71 267 677 193 870 482 155 637 31,688 5,373 37,061 37,931
沖　縄 200 106 306 2,432 910 3,342 250 128 378 20,027 4,269 24,296 27,638
合　計 9,390 3,870 13,260 93,144 22,280 115,424 13,121 5,361 18,482 1,055,329 275,992 1,331,321 1,446,745
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　JＡ共済全国小・中学生交通安全ポスターコンクールは今年で46回目を迎えました。毎年約16万人
もの小・中学生が参加し、多くの人たちが、交通安全への思いを胸に焼き付けてポスターをつくって
います。すごいことです。
　さて、ポスターにはいろいろな役割があります。今年、小学五年生の作品で「自転車も 車と同じ
左側」がありましたが、これは意外と守っていない人が多いですね。このように世の中に広まって欲
しいことを伝えることは、ポスターの大きな役割の一つです。
　また、最近「歩きスマホをやめましょう」をテーマにしたポスターが多くなってきました。これは、
誰もが知っていることでも、視点を変えたり、伝え方を工夫することで改めて「ながらスマホ」の危
険さを見る人に強く訴えることができるのです。
　世の中に広まっていないことを伝え、広まっていることでも、見方を変えて伝えることで、人々の
考えを深めるチカラになります。これからもポスターの役割を考え、交通安全を広めるためには、何
をしたらいいかを考えてポスターをつくってほしいと思います。

審査総評�〈交通安全ポスター〉�審�査�員�長多摩美術大学 名誉教授
アートディレクター  中

な か し ま

島 祥
しょうぶん

文
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作 品 講 評

『自転車も車と同じ左側』
このたびは、「内閣府特命担当大臣賞」をいただきありがとう
ございます。
ぼくがこの絵をかいた理由は、家の前の道路で自転車に乗って
いる人たちが、右側を通っていて、自動車にぶつかりそうになる
のを見て、とても危ないと思ったからです。
ポスターがよく目につくように、自転車を大きく、自動車を小
さくかいて、立体的にして、左側通行をすることをわかりやすく
しました。また、キャッチコピーは、心に残るような標語を考え
て、目立つように文字の位置や色を工夫しました。
このポスターを見て
くれた人たちが、自転
車に乗るとき、「これか
らはちゃんと左側通行
にしよう」と思ってく
れるとうれしいです。

『作品と向き合って』
挑戦できる最後の年に「内閣府特命担当大臣賞」という素晴ら
しい賞をいただくことができ本当に嬉しいです。
信号機がない横断歩道で、待っている歩行者がいるのに停止し
ない車が多いというニュースを聞き、作品のテーマにしようと考
えました。見た人の心に、じんわりとメッセージが響くようなポ
スターにしたかったので、構図や言葉、配色などをよく思案し時
間をかけて作品と向き合いました。
毎年このコンクールに向けポスターを描くことを通して、自分
自身の交通安全に対する意識も高まりました。大賞に選んでいた
だいたことで、より多くの人
に自分の作品を見てもらえる
こととなり、伝える→伝わる
ことの喜びや、楽しさも実感
することができました。あり
がとうございました。

講評：中島　祥文

内閣府特命担当大臣賞

静岡県・� �
長泉町立北中学校３年

清和　郁菜

愛知県・�
安城市立安城中部小学校５年

内藤　壮馬

◀
高
く
手
を
上
げ
た
男
の
子
の
と
な
り
で
、
お
と
な
し
く
じ
っ
と
待

つ
犬
の
後
ろ
姿
が
、
運
転
者
に
横
断
歩
道
で
停
止
す
る
心
の
余
裕

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
優
し
く
訴
え
て
い
ま
す
ね
。

『おたがい見てねカーブミラー』
ぼくは、このポスターをかくときにいつもきけんだなと思って
いるところを考えました。そして、通学ろのと中に、きけんな
カーブがあって、その前にカーブミラーがあるので、これをおた
がい見て気をつけてほしくて、このポスターにしました。
一ばんかくのにくせんしたのは、カーブミラーのかがみの丸い
ところです。むずかしくて何どもかきなおしをしました。
だい名は一年生の時に「しんごう見てね」というポスターをか
いてしょうをもらったので、今年も見てねシリーズで「おたがい
見てねカーブミラー」にしました。
来年も見てねシリーズでしょうをとりたいです。

島根県・�
安来市立十神小学校２年

佐藤　史都
▲カーブミラーが大きな丸い目のようでおもしろく、目
立つポスターになっています。曲がり角は、人にもク
ルマにも気をつけたいですね。

▲「自転車も左側」は、意外と守られていません。この
ポスターは、守らなくてはならない大事なことを伝え
ています。左側の白線と自転車のカゴがよく描けてい
ます。
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『光栄な受賞』
今回、このようなすばらしい賞をいただき大変光栄に思いま
す。ニュースで高齢者の事故が話題になっているのを見て、免許
返納をテーマにし、高齢者の目にも止まりやすい配色・表現にし
ました。
運転に自信が持てなくなったと感じるおじいさん、おばあさん
がこのポスターを見て、自主的に返納を考えたり家族で話し合っ
たりするきっかけになればいいなと思います。返納を決断するこ
とは容易なことではないと思いますが、返納しても安心して生活
できる社会になることを願っています。

福島県・� �
国見町立県北中学校１年

清水　万優子

『農林水産大臣賞をいただいて』
「農林水産大臣賞」というとても大きな賞に選ばれたと聞い
て、最初は信じられませんでしたが、家族がすごく喜んでくれ
て、わたしもとてもうれしくなりました。この絵は、放課後の特
設図工課外の活動時間に描きました。悲しい交通事故が起きてほ
しくないと思い、歩行者が運転手さんによく見えるように手をぴ
んと高く伸ばしたり、目立つ色の服にしたり工夫しました。運転
手さんも安心して運転しているように、笑顔にしました。こんな
名誉ある賞をいただいたうれしさを励みに、これからもいろいろ
な絵を描いていきたいです。もちろん、交通事故には気を付けま
す。

農林水産大臣賞

岩手県・� �
北上市立江釣子小学校４年

小林　るい

講評：中島　祥文

◀
高
齢
者
に
な
っ
た
ら
運
転
を
や
め
る
こ
と
も
、
交
通
安
全
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

◀
元
気
よ
く
手
を
上
げ
た
二
人
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
目
で
、
車

に
気
を
つ
け
て
い
る
様
子
が
よ
く
描
け
て
い
ま
す
。
信
号
が
青

で
も
周
り
を
よ
く
見
て
渡
り
た
い
で
す
ね
。

『たのしいとうげこう』
この度は、えらんでくださり、ありがとうございます。とても
うれしかったです。
小学生になり、学校までとてもとおくて、と中で休みたくなっ
て列におくれ、走ってころんだこと、お友だちとおはなししたく
て、２列になり、車にひかれそうになったこと、よそ見して車ど
うに出てしまい、うんてん手さんにおこられたこともあります。
いつも先生やとう校はんの上きゅう生に、「１列で歩こう」と
声をかけてもらったから今は安全に学校に行けるようになりま
した。ぼくのいのちをまもってくれることばです。
ポスターでは字をとくに丁ねいにかきました。

山梨県・� �
笛吹市立一宮西小学校１年

前島　里駈
▲道路を横にひろがって歩く人たちを、よく見かけま
す。みんなが１列で歩くことで、人も車も安心ですね。
「１れつ」の文字と下の白い線が目に残ります。
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『一手先読み　危険を察知』　
受賞の連絡をもらったときには、あまりの賞の大きさに、体の
震えが止まりませんでした。名誉ある賞をいただき大変嬉しく
思っています。
このところの将棋ブームで同じ中学生の活躍が注目されてい
て、将棋のように何十手先を読むことは難しいけれど、一手先な
ら読むことができると思い、交通安全とコラボレーションさせて
みました。ポスターに描いたのは交差点ですが、どんなシーンに
もあてはまる言葉であると思います。一手先を読み、次に起こり
うる危険なシーンを予測することにより、事故を防げると思いま
した。

三重県・� �
鈴鹿市立白鳥中学校２年

杉本　雅弥

『光るほたるイカをイメージ』
私がこのポスターを描こうと思ったきっかけは、学校やテレビ
で反射材の着用を呼びかけていたからです。反射材は暗い所で
光って車に自分がいることを知らせて、事故を防ぐことができる
ので大切です。私は、みんなに見てもらえるポスターは何かなと
考え、かわいいキャラクターにしようと思いました。反射材は光
るので、光るほたるイカをイメージしました。
この賞をいただいたときはとてもうれしかったです。みんなが
反射材をつけて事故がないように歩けたらいいなと思います。私
も夜に道路を歩くときは、反射材をつけようと思います。

『シートベルトをしめよう』
このえは、おかあさんとぼくが、車にのったときのえです。な
んねんかまえに、おかあさんのしごとばのちかくで、一ねんせい
の女の子が、シートベルトをしていないときにじこにあって、車
からなげ出されていのちをなくしてしまいました。それから、お
かあさんは、車にのると、いつもシートベルトをしめなさいとい
います。シートベルトをしめないと、しゅっぱつしません。だか
ら、ぼくのかぞくは、みんなシートベルトをぜったいにしめま
す。ぼくのかいたポスターを見て、車にのる人は、しっかりシー
トベルトをしめて、じぶんのからだといのちをまもってほしいで
す。

青森県・� �
弘前市立城西小学校５年

小林　摩弥

警察庁長官賞 講評：中島　祥文

◀
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
先
に
起
き
る
こ
と
を
予
想

し
て
運
転
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
の
こ
と
を
将
棋
を
と
お
し

て
伝
え
て
い
る
ア
イ
デ
ア
が
い
い
で
す
ね
。

◀
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
黒
い
線
と
、
車
の
上
の
黒
い
線
が
目
立
っ
て
い

て
、
と
て
も
丁
寧
に
つ
く
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

◀
反
射
材
が
効
果
の
あ
る
こ
と
を
、
イ
カ
の
イ
ラ
ス
ト
で
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
描
い
て
い
ま
す
。
青
色
を
バ
ッ
ク
に
し
て
描
か
れ
た
、

黄
色
の
文
字
や
線
が
印
象
的
で
す
。

岐阜県・� �
羽島市立堀津小学校１年

番　翔太郎
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『大きな励み』　
今回このような素晴らしい賞をいただき、とてもうれしく思い
ます。これからも絵やポスターを描く上での大きな励みとなりま
した。
制作をする中で特に苦労したところは、車のライトに照らされ
た道路や横断歩道などの明るさを調整するところです。光が当
たっている感じを出すのに少しずつ白を混ぜたり、色の調整を工
夫しました。同時に人の影で「危険」と描くときに、その場に合
う奥行きのある字にすることも難しく、先生のアドバイスを受け
ながら字を描きました。この作品を見た人が少しでも交通安全の
意識を高めてくれたらと思
います。 鹿児島県・� �

姶良市立帖佐中学校１年

中原　瑠音

『事故が減ることを願って』
今回は「文部科学大臣賞」という素晴らしい賞に選んでいただ
き、ありがとうございます。
私の住む地域は、若い人からお年寄りまで多くの人が車を運転
していて、中学生や高校生などの自転車通学もあり、とても事故
が起きやすいと感じています。
こんな自分が住む地域の事故が、少しでも減るきっかけになれ
ば良いなと思い描きました。
私もスマートフォンを使っていて、イヤホンをしている時に周
りの声が聞こえない事があります。
歩きスマホや、イ
ヤホンをしながら歩
くのは危険だと思う
ので、自分も含めて
安全に使っていきた
いです。

『歩道橋をわたろう』
わたしは、二年生の時に、校区たんけんに行きました。学校か
ら、あじまに行く時に、大きな道をわたります。その道は、広い
ので、車がたくさんとおります。あぶないので、歩道橋がありま
す。みんなで、のぼったので、「カンカンカン」という、足音が
聞こえました。歩道橋をわたったら、車にひかれないから安全で
す。歩道橋をわたっていない人にも、わたってほしかったのでこ
の絵を描きました。こんな、いい賞を、いただいて、とてもうれ
しいです。ありがとうございます。

千葉県・� �
木更津市立八幡台小学校６年

淡路　帆夏

◀
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
人
の
影
が
「
危
険
」
と
い
う
文
字
に
な
る

と
い
う
発
想
と
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
全
体
を
黒
い
色
で
ま
と

め
た
構
想
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

◀
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
本
当
に
危
な
い
で
す
ね
。
全

体
に
単
純
化
さ
れ
た
形
が
わ
か
り
や
す
く
、
車
の
青
と
服
の
緑
や
白

な
ど
の
色
の
組
み
合
わ
せ
も
、
印
象
的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈良県・� �
田原本町立東小学校３年

梅本　実佳

文部科学大臣賞 講評：大坪　圭輔

▲いつもお友だちと渡っている横断歩道橋がしっかりと
描かれています。その緑色と車の赤い色、階段の灰色、
背景の黄色の組み合わせがとてもきれいです。
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講評：大坪　圭輔家の光協会会長賞
（ちゃぐりん賞）

京都府・� �
京丹波町立丹波ひかり小学校２年

浅井　直緒

福岡県・� �
柳川市立大和小学校３年

田中　菜々子

茨城県・� �
境町立長田小学校４年

櫻井　愛美

広島県・� �
府中町立府中小学校６年

中本　凜

◀
自
転
車
な
ど
の
ラ
イ
ト
を
、
蛍
の
光
に
見
た
て
た
ア
イ
デ
ア

が
お
も
し
ろ
い
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
蛍
と
そ
の
光
だ
け
で
構
成

し
て
い
る
、
分
か
り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

▲チャイルドシートに座ってお出かけした楽しい思い
出が、いっぱいあるのでしょうね。印象的な赤いベ
ルトがしっかりと子どもたちを守っています。

▲「車に注意」は、道路を横断するときの大切なこと
ですね。自分が横断するときの様子を考えて、横断
歩道や待ってくれている車、そして信号をうまく配
置して描いています。

▲壊れて曲がってしまった自転車がしっかりと描か
れ、事故の怖さを伝えています。文字の形や大きさ、
配置など絵のバランスを考えた作品ですね。
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◀
暗
闇
で
光
る
ラ
イ
ト
の
印
象
を
、
赤
や
青
な
ど
の
絵
具
を
ぼ

か
し
た
り
に
じ
ま
せ
た
り
し
て
表
し
て
い
ま
す
。
文
字
の
配

置
も
工
夫
さ
れ
、
黒
い
背
景
と
の
対
比
が
美
し
い
ポ
ス
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

◀
単
純
化
さ
れ
た
線
で
分
か
り
や
す
く
構
成
さ
れ
、
背
景
の
灰

色
と
低
彩
度
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
組
み
合
わ
せ
も
美
し
い
ポ
ス

タ
ー
で
す
。
横
断
歩
道
の
白
が
画
面
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
通
学
や
外
出
の
時
に
よ
く
観
察
を
し

て
み
る
と
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
だ
な
あ
と
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
や
発
見
か
ら
生
ま
れ

た
ポ
ス
タ
ー
は
、
多
く
の
人
に
交
通
安
全
の
大

切
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

�

（
武
蔵
野
美
術
大
学 

教
授
　
大
坪
　
圭
輔
）

鹿児島県・� �
西之表市立種子島中学校３年

小山田　ななみ

兵庫県・� �
神戸海星女子学院中学校２年

北居　由鈴名
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講評：東良　雅人ＪＡ共済連会長賞・金賞

青森県・� �
青森市立造道小学校４年

安部　勇人

大分県・� �
豊後高田市立三浦小学校２年

隈井　琳大

◀
季
節
に
よ
っ
て
は
、
学
校
の
帰
り
道
が
暗
く
な
り
、

危
険
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら

描
か
れ
た
、
実
感
の
こ
も
っ
た
作
品
で
す
ね
。「
日
ぐ

れ
ド
キ
」
の
「
ド
キ
」
が
ビ
ッ
ク
リ
し
た
気
持
ち
に

重
な
っ
て
い
て
見
る
人
の
心
に
残
り
ま
す
。

◀
将
棋
を
テ
ー
マ
に
し
た
表
現
と
な
っ
て
お
り
、「
交
通

安
全
に
王
手
！
」
の
言
葉
か
ら
、
作
者
の
事
故
を
無

く
し
た
い
と
い
う
願
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
一

日
も
早
く
「
キ
ケ
ン
」
が
「
ま
い
り
ま
し
た
…
」
と

降
参
す
る
日
が
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

◀
手
を
ス
タ
ン
プ
代
わ
り
に
し
て
一
生
懸
命
に
手
を
上

げ
て
い
る
姿
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
ね
。
子
供
は
運

転
席
か
ら
見
え
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
後
ろ

の
太
陽
や
車
も
し
っ
か
り
見
て
あ
げ
て
ね
と
交
通
安

全
を
応
援
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

京都府・� �
京田辺市立田辺小学校３年

八木　日和

秋田県・� �
横手市立大森小学校１年

鈴木　兜斗

▲ヘルメットは転んだりぶつかったりした
ときに頭を守ってくれ大ケガを防いでく
れます。丁寧に描かれている道や車があ
り、そこに鮮やかな青色のヘルメットを
描くことでヘルメットの着用の大切さを
見る人に伝えています。
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北海道・� �
釧路市立芦野小学校６年

齋藤　大翼

京都府・� �
宮津市立栗田中学校３年

柴田　木野

沖縄県・� �
南城市立大里南小学校５年

摩文仁　心音

北海道・� �
札幌市立山鼻中学校２年

織田　千夏

　

ポ
ス
タ
ー
は
人
に
自
分
の
思
い
や
願
い
を
伝

え
る
も
の
で
す
。
小
学
生
、
中
学
生
と
も
に
そ

の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
今
」

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
感
性
を
大
切
に
し
て
、

「
今
」
の
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

�

（
文
部
科
学
省 

教
科
調
査
官
　
東
良
　
雅
人
）

▲	飲酒運転は絶対にしてはいけないこ
とです。ぐるぐると道路が渦巻く中
に人が巻き込まれるように描かれて
いて、「ちょっとぐらい」の気持ち
が人を悲しませる大きな事故につな
がることを訴えています。

▲	青い空に鳥たちがさえずるのどかな
登校の一場面がとても丁寧に描かれ
ています。この風景を守るためにみ
んなで交通安全を考えていきましょ
うという作者の想いと人々への願い
が見る人の心に伝わってきます。

▲	交通安全を推進するためには、運転
者と歩行者とのお互いの思いやりが
大切です。描かれている人の表情や
車のライトの灯りのようにも見える
車と人を囲む大きなハートの形がそ
のことを上手に表しています。

▲	スマートフォンに夢中になっている
人にたくさんの手が取り憑いていて
「ながらスマホは危ないぞ～」という
声が聞こえてきそうです。恐怖映画
のような雰囲気が、ながらスマホの
危険性をより強く表現しています。

▲	最初に「あなたの信号壊れていませ
んか」という言葉に心を掴まれます。
遠近感を強く感じられる構図や工夫
された色彩がとても効果的で、言葉
とともにポスターの世界に引き寄せ
られていきます。

熊本県・� �
合志市立西合志南中学校１年

平川　希梨花
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ＪＡ共済連会長賞・銀賞

北海道・� �
中富良野町立宇文小学校２年

山田　悠禅

愛媛県・� �
大洲市立肱川小学校４年

金野　翠

岐阜県・       �
山県市立美山小学校４年

足立　芽唯

山形県・� �
天童市立高擶小学校２年

森谷　美宙

和歌山県・� �
和歌山市立吹上小学校３年

宇野　航成

島根県・� �
江津市立郷田小学校１年

田中　賢太郎

石川県・� �
七尾市立徳田小学校１年

塚林　快斗

愛媛県・  �
八幡浜市立喜須来小学校３年

河野　敬人

京都府・� �
城陽市立富野小学校５年

南村　依里
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福島県・� �
いわき市立平第五小学校６年

上野　ルナ

熊本県・� �
熊本市立長嶺中学校２年

佐伯　ひな

広島県・� �
福山市立今津小学校５年

浦上　陽夏

青森県・� �
弘前市立三省小学校６年

赤石　芽生

鳥取県・� �
大山町立名和中学校２年

森脇　葵

青森県・� �
むつ市立大湊中学校１年

満間　陽成

宮城県・� �
名取市立第一中学校１年

佐藤　昌樹

長野県・� �
中野市立中野平中学校３年

酒井　菜智

愛知県・� �
刈谷市立朝日中学校３年

多田　早織
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ＪＡ共済連会長賞・銅賞

福島県・� �
会津若松市立湊小学校１年

田中　まりな

長野県・� �
上田市立塩田西小学校２年

滝澤　彩葉

千葉県・� �
勝浦市立郁文小学校３年

中西　愛陽央

徳島県・� �
東みよし町立足代小学校３年

大倉　功暉

静岡県・� �
御殿場市立御殿場南小学校１年

相川　大和

愛媛県・� �
伊予市立郡中小学校１年

伊藤　颯久

千葉県・� �
野田市立岩木小学校２年

本郷　鈴

茨城県・� �
境町立長田小学校３年

齊藤　由陽

兵庫県・� �
姫路市立峰相小学校２年

藤本　娃朱
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石川県・� �
羽咋市立余喜小学校６年

中村　奈央

岡山県・� �
赤磐市立山陽東小学校６年

繁定　堅

徳島県・� �
小松島市芝田小学校６年

神崎　賢一

福島県・� �
郡山市立富田東小学校５年

大河内　心響

長野県・� �
塩尻市立広丘小学校５年

中村　悠介

島根県・� �
江津市立郷田小学校５年

青笹　詩音

石川県・� �
宝達志水町立相見小学校４年

岩見　莉歩

佐賀県・� �
武雄市立北方小学校４年

岩谷　優李

愛知県・� �
江南市立布袋小学校４年

木村　祐月
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栃木県・� �
鹿沼市立粟野中学校３年

平野　莉奈

京都府・� �
木津川市立山城中学校１年

西川　美羽

大分県・� �
大分市立稙田中学校１年

佐藤　天音

佐賀県・� �
小城市立牛津中学校３年

下村　英李佳

愛媛県・� �
愛媛大学教育学部附属中学校１年

峯尾　空

岡山県・� �
岡山市立上南中学校２年

吉田　こころ

神奈川県・� �
平塚市立浜岳中学校３年

神橋　正恵

栃木県・� �
小山市立間々田中学校２年

伊藤　来実

福島県・� �
須賀川市立第三中学校２年

安藤　快大
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その他入賞者名� 〈交通安全ポスター〉

小学校１年

山 形 県 折 原 颯 雅

千 葉 県 池 田 拓 斗

東 京 都 中 井 煌 生

京 都 府 北 村 勇 惺

鳥 取 県 山 根 琴 乃

高 知 県 澤 近 航 輝

鹿児島県 中　尾　　　凌

小学校２年

青 森 県 丹　羽　　　望

茨 城 県 青　木　　　翼

埼 玉 県 西 野 琉 暉

岐 阜 県 蒔 田 智 理

三 重 県 山 本 紗 綾

高 知 県 山　﨑　真美子

沖 縄 県 山 口 瑠 花

小学校３年

岩 手 県 柴 田 龍 星

秋 田 県 小 林 衣 織

山 梨 県 川 口 弥 生

静 岡 県 勝間田　唯音莉

島 根 県 波 田 真 穂

大 分 県 松 本 凌 河

鹿児島県 下 戸 良 佑

小学校４年

北 海 道 山 中 心 愛

宮 城 県 近 野 那 緒

秋 田 県 菅　　　安　里

東 京 都 水　澤　茉奈香

山 梨 県 平　野　　　心

鳥 取 県 山 根 穂 乃

鹿児島県 前 田 滉 太

小学校５年

北 海 道 小 川 真 聡

岩 手 県 小 田 英 虎

千 葉 県 野 田 竜 成

石 川 県 井 口 龍 輝

兵 庫 県 竹 本 里 咲

徳 島 県 笠　井　さくら

愛 媛 県 山　岡　凜大朗

小学校６年

宮 城 県 渡 邉 向 夏

秋 田 県 今　仲　野乃佳

栃 木 県 澤 木 璃 玖

山 梨 県 小宮山　煌　大

和歌山県 中 本 翔 瑛

鳥 取 県 近 藤 百 桜

沖 縄 県 知 名 愛 華

中学校１年

北 海 道 木 村 亜 弥

長 野 県 鈴 木 風 香

新 潟 県 馬　場　さゆき

愛 知 県 江　﨑　　　駈

鳥 取 県 田 中 風 華

岡 山 県 小 板 朋 夏

徳 島 県 青 野 叶 貴

中学校２年

岩 手 県 石 川 紫 音

秋 田 県 川 津 麗 愛

群 馬 県 登 坂 克 己

千 葉 県 松 本 雄 太

京 都 府 田 野 日 彩

島 根 県 伊 藤 綾 香

鹿児島県 吉 田 麗 乃

中学校３年

北 海 道 高　橋　　　梓

岩 手 県 熊 谷 知 佐

福 島 県 荒 明 未 来

群 馬 県 金　井　千緒里

三 重 県 太 田 風 香

広 島 県 幸 城 由 佳

高 知 県 岡 村 香 凛

ＪＡ共済連会長賞・佳作

交通安全ポスターコンクールに貢献のあった学校
都道府県名 学　校　名
北 海 道 江別市立江別第二中学校
青 森 県 板柳町立板柳中学校
岩 手 県 奥州市立胆沢中学校
宮 城 県 涌谷町立涌谷中学校
山 形 県 天童市立天童中部小学校
福 島 県 いわき市立中央台北中学校
茨 城 県 境町立長田小学校
栃 木 県 足利市立桜小学校
群 馬 県 前橋市立箱田中学校
埼 玉 県 羽生市立南中学校
千 葉 県 千葉市立土気南中学校
東 京 都 杉並区立大宮中学校
神 奈 川 県 平塚市立浜岳中学校
山 梨 県 甲斐市立竜王中学校
新 潟 県 新潟市立亀田中学校
富 山 県 入善町立飯野小学校
岐 阜 県 池田町立池田小学校
静 岡 県 御殿場市立玉穂小学校
三 重 県 鈴鹿市立白鳥中学校
京 都 府 宮津市立栗田中学校
兵 庫 県 神戸市立北神戸中学校
和 歌 山 県 智辯学園和歌山小学校
鳥 取 県 大山町立名和中学校
島 根 県 江津市立郷田小学校
岡 山 県 岡山市立桑田中学校
広 島 県 世羅町立甲山中学校
徳 島 県 鳴門市第一中学校
香 川 県 香川県立高松北中学校
愛 媛 県 西条市立西条北中学校
高 知 県 高知市立秦小学校
福 岡 県 柳川市立大和小学校
佐 賀 県 佐賀市立久保泉小学校
長 崎 県 長崎日大中学校
熊 本 県 宇城市立豊福小学校
鹿 児 島 県 天城町立岡前小学校
沖 縄 県 那覇市立小禄中学校

内閣府特命担当大臣賞、農林水産大臣賞、警察庁長官賞、
文部科学大臣賞　受賞者在籍校

都道府県名 学　校　名
青 森 県 弘前市立城西小学校
岩 手 県 北上市立江釣子小学校
福 島 県 国見町立県北中学校
千 葉 県 木更津市立八幡台小学校
山 梨 県 笛吹市立一宮西小学校
岐 阜 県 羽島市立堀津小学校
静 岡 県 長泉町立北中学校
愛 知 県 安城市立安城中部小学校
三 重 県 鈴鹿市立白鳥中学校
奈 良 県 田原本町立東小学校
島 根 県 安来市立十神小学校
鹿 児 島 県 姶良市立帖佐中学校

学　校　賞

優　秀　学　校　賞
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応募状況・入賞数 〈交通安全ポスター〉
応募状況

項　目
都道府県名

学　　校　　数 応　　募　　点　　数
小学校 中学校 合　計 小学校 中学校 合　計

北 海 道 107 68 175 2,818 1,472 4,290
青 森 99 12 111 509 317 826
岩 手 49 15 64 1,506 133 1,639
宮 城 212 36 248 771 110 881
秋 田 32 21 53 270 133 403
山 形 8 2 10 28 8 36
福 島 332 55 387 4,521 749 5,270
茨 城 7 2 9 273 13 286
栃 木 240 69 309 1,102 141 1,243
群 馬 198 80 278 5,002 2,747 7,749
埼 玉 3 3 6 5 11 16
千 葉 385 49 434 6,526 813 7,339
東 京 5 5 10 10 68 78
神 奈 川 1 1 2 1 66 67
山 梨 140 49 189 1,441 1,346 2,787
長 野 232 49 281 4,600 787 5,387
新 潟 130 20 150 731 141 872
富 山 2 1 3 6 13 19
石 川 49 13 62 245 131 376
福 井 0 0 0 0 0 0
岐 阜 229 69 298 2,606 657 3,263
静 岡 408 96 504 6,879 1,275 8,154
愛 知 574 197 771 54,117 13,072 67,189
三 重 255 46 301 4,044 1,504 5,548
滋 賀 0 0 0 0 0 0
京 都 64 10 74 507 199 706
大 阪 1 0 1 2 0 2
兵 庫 7 3 10 9 10 19
奈 良 1 0 1 23 0 23
和 歌 山 110 21 131 1,497 526 2,023
鳥 取 87 12 99 437 243 680
島 根 73 15 88 403 217 620
岡 山 233 49 282 2,942 1,251 4,193
広 島 231 23 254 4,463 1,058 5,521
山 口 0 0 0 0 0 0
徳 島 143 45 188 4,388 1,755 6,143
香 川 1 1 2 1 15 16
愛 媛 223 56 279 5,340 732 6,072
高 知 54 9 63 310 67 377
福 岡 1 2 3 13 5 18
佐 賀 135 41 176 3,861 629 4,490
長 崎 0 1 1 0 68 68
熊 本 203 22 225 1,458 328 1,786
大 分 90 26 116 474 686 1,160
宮 崎 0 1 1 0 1 1
鹿 児 島 242 50 292 2,669 1,155 3,824
沖 縄 167 53 220 1,656 1,207 2,863
合 　 計 5,763 1,398 7,161 128,464 35,859 164,323

入賞数
項　目

都道府県名
内閣府特命
担当大臣賞

農林水産�
大 臣 賞

警察庁
長官賞

文部科学
大 臣 賞

家の光協会�
会　長　賞�
（ちゃぐりん賞）

金　賞 銀　賞 銅　賞 佳　作 合　計 優　秀�
学校賞 学校賞

北 海 道 2 1 4 7 1
青 　 森 1 1 2 1 5 1 1
岩 　 手 1 4 5 1 1
宮 　 城 1 2 3 1
秋 　 田 1 4 5
山 　 形 1 1 2 1
福 　 島 1 1 3 1 6 1 1
茨 　 城 1 1 1 3 1
栃 　 木 2 1 3 1
群 　 馬 2 2 1
埼 　 玉 1 1 1
千 　 葉 1 2 3 6 1 1
東 　 京 2 2 1
神 奈 川 1 1 1
山 　 梨 1 3 4 1 1
長 　 野 1 2 1 4
新 　 潟 1 1 1
富 　 山 1
石 　 川 1 2 1 4
福 　 井
岐 　 阜 1 1 1 3 1 1
静 　 岡 1 1 1 3 1 1
愛 　 知 1 1 1 1 4 1
三 　 重 1 2 3 1 1
滋 　 賀
京 　 都 1 2 1 1 2 7 1
大 　 阪
兵 　 庫 1 1 1 3 1
奈 　 良 1 1 1
和 歌 山 1 1 2 1
鳥 　 取 1 4 5 1
島 　 根 1 1 1 2 5 1 1
岡 　 山 2 1 3 1
広 　 島 1 1 1 3 1
山 　 口
徳 　 島 2 2 4 1
香 　 川 1
愛 　 媛 2 2 1 5 1
高 　 知 3 3 1
福 　 岡 1 1 1
佐 　 賀 2 2 1
長 　 崎 1
熊 　 本 1 1 2 1
大 　 分 1 1 1 3
宮 　 崎
鹿 児 島 1 1 4 6 1 1
沖 　 縄 1 2 3 1
合 　 計 3 3 3 3 6 9 18 27 63 135 12 36
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平成29年度募集要項概要

Ⅰ　募集要項〈書道コンクール〉

１．応募資格
　農業協同組合（以下「ＪＡ」という。）の所在区域内の小学校および中学校、
特別支援学校の小学部・中学部（以下小・中学校という。）に在籍する児童・
生徒とします。

２．コンクールの主催
　第61回（平成29年度）ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールは、全国共
済農業協同組合連合会全国本部（以下「全国本部」という。）が開催するコン
クールを「全国コンクール」、全国共済農業協同組合連合会都道府県本部（以
下「各県本部」という。）が開催するコンクールを「都道府県コンクール」と
いい、全国本部と各県本部とにおいてそれぞれが主催することとします。参
加作品の募集は、原則としてＪＡの所在区域内における小・中学校を対象に
実施することとします。

３．応募手順
（1）都道府県コンクールへの参加作品の応募先は各県本部とし、原則として
小・中学校からＪＡを経由することとします。

（2）全国コンクールへの参加作品の応募先は、「ＪＡ共済書道・交通安全ポ
スターコンクール事務局」とします。

４．応募点数
（1）都道府県コンクールへの応募点数は、条幅・半紙とも１人各１点としま
す。

（2）全国コンクールへの応募点数は、条幅・半紙の部とも都道府県コンクー
ルにおいて入選した各学年の最高位１点とします。

５．締切日
（1）都道府県コンクール応募作品の応募締切日は、ＪＡおよび各県本部にお
いて適宜決定することとします。

（2）全国コンクール参加作品の応募締切日は、平成29年11月９日（木）、「ＪＡ
共済書道・交通安全ポスターコンクール事務局」あて必着とします。

� 　なお、全国コンクールの審査会は、平成29年11月28日（火）、また表彰
式は平成30年２月２日（金）を予定しています。

６．審査員（全国コンクール）
　新　井　光　風　　日展理事
　杭　迫　柏　樹　　日展会員
　星　　　弘　道　　日展理事
　髙　木　聖　雨　　日展会員／大東文化大学 教授
　長　野　秀　章　　東京学芸大学 名誉教授
　文部科学省
　全国農業協同組合中央会
　（株）日本農業新聞
　（一社）家の光協会
　全国共済農業協同組合連合会

７．賞（全国コンクール）
〔個　人〕
　以下の賞については条幅の部、半紙の部それぞれにおいて授与します。
　（1）農林水産大臣賞
　　　小学生低学年（１年生〜２年生　以下同じ。）� 各１点　賞状と副賞　
　　　小学生中学年（３年生〜４年生　以下同じ。）� 各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年（５年生〜６年生　以下同じ。）� 各１点　賞状と副賞　
　　　中　 学　 生　　　　　　　　　　　　　� 各１点　賞状と副賞

　（2）文部科学大臣賞
　　　小学生低学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生中学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　賞状と副賞
　（3）全国農業協同組合中央会会長賞
　　　小学生低学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生中学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　賞状と副賞
　（4）家の光協会会長賞（ちゃぐりん賞）
　　　小学生低学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生中学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　賞状と副賞
　（5）全国共済農業協同組合連合会会長賞
　　　金賞　各学年　　各１点　賞状と副賞
　　　銀賞　各学年　　各２点　賞状と副賞
　　　銅賞　各学年　　各３点　賞状と副賞
　　　佳作　各学年　　各７点　賞状と副賞　　　　
� 条幅の部　計133点
� 半紙の部　計133点
〔団　体〕
　（1）優秀学校賞　�農林水産大臣賞・文部科学大臣賞を受賞した者の在籍す

る学校に対して楯と副賞を授与します。　　　　　　
　（2）学　校　賞　�特に書道コンクールに貢献のあった学校に対して賞状と

副賞を授与します。その基準は、「書道コンクール学校賞
選定基準」によります。

〔参加賞〕
　全国コンクール参加者全員に、記念品を贈呈します。

Ⅱ　課題等

１．課題 区　分 条幅の部 半紙の部

小
　
学
　
生

第１学年 こ と り は な
第２学年 ゆ う き た わ ら
第３学年 花 ご よ み な か よ し
第４学年 流 れ る 雲 手 紙
第５学年 強 い 意 志 大 き な 夢
第６学年 友情を育む 緑 の 大 地

中
学
生

第１学年 生命の尊重 文 武 両 道
第２学年 創造の喜び 職 場 体 験
第３学年 高鳴る鼓動 晴 耕 雨 読

２．作品応募規格
　ア．用　紙
　　ア　条幅の部　タテ約136cm×ヨコ約35cm（画仙紙半切）
　　イ　半紙の部　�タテ約32.5cm×ヨコ約24cmただし、美濃判半紙は使用

しないでください。
� 　　　　※�紙のサイズは地域によって多少異なります。（上記サイ

ズより長短３cm程度までは可とします。）
　　　　　　　　　※表装・裏打ち・押印等はしないでください。
　イ．書　体　小学生は楷書、中学生は楷書または行書とします。
　ウ．字　体　�小学校の学習指導要領の学年別漢字配当表に示す字体に準ず

るものとします。

趣旨

　ＪＡ共済では、組合員およびその家族の生命・財産を危険から守るための保障活動・地域貢献活動に積極的に取り組み、組合員のしあわせの輪をひろげるよう
努力しています。
　その一環として共済事業の相互扶助・思いやりの精神を、次代をになう小・中学生にも伝えていくとともに、児童・生徒の書写教育に貢献することを目的とし
て、小・中学生を対象とした「書道コンクール」を、児童・生徒の図画工作・美術教育の高揚をはかり、交通安全思想を幅広く社会に訴えることを目的として「交
通安全ポスターコンクール」を開催します。

主催、協賛、後援団体

主催 農業協同組合
全国共済農業協同組合連合会

協賛 全国農業協同組合中央会
（株）日本農業新聞
（一社）家の光協会
全国農業協同組合連合会
農林中央金庫
全国厚生農業協同組合連合会

後援 内閣府※　　
警察庁※
文部科学省　　　
（一財）全日本交通安全協会※
全国都道府県教育委員会連合会

全国市町村教育委員会連合会
全国連合小学校長会
全日本中学校長会
（公社）日本 PTA全国協議会

※内閣府、警察庁、（一財）全日本交通安全協会は交通安全ポスターコンクールのみ。



50

Ⅰ　募集要項〈交通安全ポスターコンクール〉

１．応募資格
　農業協同組合（以下「ＪＡ」という。）の所在区域内の小学校および中学校、
特別支援学校の小学部・中学部（以下小・中学校という。）に在籍する児童・
生徒とします。

２．コンクールの主催
　第46回（平成29年度）ＪＡ共済全国小・中学生交通安全ポスターコンクー
ルは、全国共済農業協同組合連合会全国本部（以下「全国本部」という。）が
開催するコンクールを「全国コンクール」、全国共済農業協同組合連合会都道
府県本部（以下「各県本部」という。）が開催するコンクールを「都道府県コ
ンクール」といい、全国本部と各県本部においてそれぞれが主催することと
します。参加作品の募集は、原則としてＪＡの所在区域内における小・中学
校を対象に実施することとします。

３．応募手順
（1）都道府県コンクールへの参加作品の応募先は各県本部とし、原則として
小・中学校からＪＡを経由することとします。

（2）全国コンクールへの参加作品の応募先は、「ＪＡ共済書道・交通安全ポ
スターコンクール事務局」とします。

４．応募点数
（1）都道府県コンクールへの応募点数は、１人につき１点とします。
（2）全国コンクールへの応募点数は、都道府県コンクールにおいて入選した
各学年の最高位１点とします。

５．締切日
（1）都道府県コンクールの応募作品の応募締切日は、ＪＡおよび各県本部に
おいて適宜決定することとします。

（2）全国コンクール参加作品の応募締切日は、平成29年11月９日（木）、「ＪＡ
共済書道・交通安全ポスターコンクール事務局」あて必着とします。なお、
全国コンクールの審査会は、平成29年11月24日（金）、また表彰式は平成
30年２月２日（金）を予定しています。

６．審査員（全国コンクール）
　中　島　祥　文　多摩美術大学 名誉教授／アートディレクター
　大　坪　圭　輔　武蔵野美術大学 教授
　内閣府
　警察庁
　文部科学省
　�（一財）全日本交通安全協会
　全国農業協同組合中央会
　�（株）日本農業新聞
�　（一社）家の光協会
�　全国共済農業協同組合連合会

７．賞（全国コンクール）
〔個　人〕
　（1）内閣府特命担当大臣賞
　　　小学生低学年（１年生〜３年生　以下同じ。）　�各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年（４年生〜６年生　以下同じ。）　�各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生� 各１点　賞状と副賞
　（2）農林水産大臣賞
　　　小学生低学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　賞状と副賞
　（3）警察庁長官賞
　　　小学生低学年　　各１点　楯と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　楯と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　楯と副賞
　（4）文部科学大臣賞
　　　小学生低学年　　各１点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各１点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各１点　賞状と副賞
　（5）家の光協会会長賞（ちゃぐりん賞）
　　　小学生低学年　　各２点　賞状と副賞
　　　小学生高学年　　各２点　賞状と副賞
　　　中　 学　 生　　各２点　賞状と副賞

　（6）全国共済農業協同組合連合会会長賞
　　　金賞　各学年　　各１点　賞状と副賞
　　　銀賞　各学年　　各２点　賞状と副賞
　　　銅賞　各学年　　各３点　賞状と副賞
　　　佳作　各学年　　各７点　賞状と副賞　　　計135点

〔団　体〕
　（1）優秀学校賞　�〔個人〕⑴〜⑷のいずれかを受賞した者の在籍する学校に

対して楯と副賞を授与します。
　（2）学　校　賞　�特に交通安全ポスターコンクールに貢献のあった学校に

対して賞状と副賞を授与します。その基準は、「交通安全
ポスターコンクール学校賞選定基準」によります。

〔参加賞〕
　全国コンクール参加者全員に、記念品を贈呈します。

Ⅱ　課題等

１．課　題
　交通安全を訴えるためのポスターとします。
（1）子供向けまたは歩行者向けの交通安全ポスター（児童・生徒に交通法規
や規則を守らせようとするもの。）

（2）運転者向けの交通安全ポスター（自動車・バイク・自転車などを運転す
る人に交通事故の防止を呼びかけるもの。）

２．作品応募規格
（1）応募作品
　　ア．本人の作品であり未発表のもので、かつ模作でないものに限ります。
　　イ．交通法規や規則に反しないものとします。

例
㋐　車は左側、歩行者は右側通行とするなど、交通ルールに合った

ものとする。
㋑　信号機の色は、歩道の側から　 青・黄・赤 　と正しく配列し、
　　
　　歩行者・自転車専用については、　

赤
・
青
��と正しく配列する。

㋒　単に手をあげているだけでは、交通安全上問題があるので、ま
ず「右左をみて」など安全確認を優先させる。

㋓　車の運転者および同乗者は、シートベルトを正しく着用してい
る。

㋔　６才未満の乳・幼児についてはチャイルドシートを正しく使用
している。

　※シートベルト・チャイルドシートは記入もれが多いのでご注意
ください。

㋕　子供が自転車に乗っている場合はヘルメットを正しく着用して
いる。

　　ウ．�応募作品は、固有の名称が記入されていないものとします。（名称が
特定できるマークを含みます）

例
車　両　→　�メーカー名（メーカーが特定されるマークを含む）、車

名、ナンバープレート、営業車番号等。
その他　→　人物の衣服・持ち物のメーカー名、商標等。
　　　　　　風景の中の商店・ビルの名前の看板等。

　　エ．�応募作品の標語および言葉の使用については、特に制約をもうけま
せん。また、標語を使用する場合には、�既製・創作のもの等を問いま
せん。

　　　　ただし固有の名称（商品名等）は使用しないでください。
　　（注）�交通安全ポスターコンクールでは例年交通法規に反しているものや

標識の書き間違い、固有の商品名・商標等を使用しているため審査
の対象外になるケースが多く見られます。県本部での審査の際には、
上記の作品応募規格に充分ご留意ください。

　（2）作品の規格・材質
　　ア．サイズ：四つ切サイズ（約54cm×約39cm）
　　イ．画材　描画材料は特に制限をもうけません。



審 査 報 告
　平成29年度 ＪＡ共済全国小・中学生第61回書道コンクール・第46回交通安全ポスターコンクールの審査結果の
概要についてご報告します。

【第61回書道コンクールについて】
１．応募状況
 応募作品数　1,446,745点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 93,144点 条幅の部 22,280点
 半紙の部 1,055,329点 半紙の部 275,992点
 計 1,148,473点 計 298,272点
　　参加都道府県数　47都道府県
　　（P31「応募状況・入賞数〈書道〉」参照）
２．全国コンクール応募状況
 応募作品数　828点
　　（内訳） ・小学生の部  ・中学生の部
 条幅の部 268点 条幅の部 137点
 半紙の部 282点 半紙の部 141点
 計 550点 計 278点
3．審査基準
　第61回（平成29年度）JA共済全国小・中学生書道コンクール募集要項にもとづき審査・選考した。
4．審査経過
  【第1次審査会】 
　　条幅の部、 半紙の部の順番で応募作品の中から学年ごとに各15作品、 計270作品を選出した。 
  【第2次審査会】 
　 1. 条幅の部 
　　（1）中学生 
 学年ごとに第1次審査会で選出された15作品の中から上位7作品に順位をつけ 
 残りの8作品について佳作7作品、 佳作次点1作品を選定した。 
 次に佳作の中の1位を選定した。（中学生では賞の繰上げがおこるため） 
　　（2）小学生 
 学年ごとに第1次審査会で選出された15作品の中から上位8作品に順位をつけ 
 残りの7作品を佳作とした。 
　2. 半紙の部 
　　（1）中学生 
 上記1.条幅の部（1）中学生と同じく選定を行った。 
　　（2）小学生 
 上記1.条幅の部（2）小学生と同じく選定を行った。 
  【最終審査会】 
　1. 条幅の部 
　　（1）中学生 
 ①各学年の1位3作品から大賞作品（農林水産大臣賞、 文部科学大臣賞）の2作品を選定した。 
 　大賞に選定されなかった1作品を全国農業協同組合中央会会長賞とした。 
 ②各学年の2位3作品から家の光協会会長賞（ちゃぐりん賞）1作品を選定し 
 　選定されなかった2作品を全国共済農業協同組合連合会会長賞 金賞とした。 
 　また、 家の光協会会長賞に選定された学年の作品については3位の作品を繰上げ、 金賞とした。 
 　（同学年については、 以下全て繰上げを行った。） 
 ③学年ごとの順位に従い、 全国共済農業協同組合連合会会長賞 銀賞（2作品）、 銅賞（3作品）、 
 　佳作（7作品）を選定した。 
　　（2）小学生 
 ①高学年（5,6年）、 中学年（3,4年）、 低学年（1,2年）のブロックごとに 
 　各学年の1位2作品から大賞（農林水産大臣賞、 文部科学大臣賞）を選定した。 
 ②各ブロックの2位2作品から 
 　全国農業協同組合中央会会長賞、 家の光協会会長賞（ちゃぐりん賞）を1作品ずつ選定した。 
 ③学年ごとの順位に従い、 全国共済農業協同組合連合会会長賞 金賞（1作品）、 銀賞（2作品）、 
 　銅賞（3作品）、 佳作（7作品）を選定した。 
　2. 半紙の部 
　　（1）中学生 
 上記1.条幅の部（1）中学生と同じく選定を行った。 
　　（2）小学生 
 上記1.条幅の部（2）小学生と同じく選定を行った。

【第46回交通安全ポスターコンクールについて】
１．応募状況
 応募作品数 　小学生の部 128,464点
  　中学生の部 35,859点
  　　　計 164,323点
　　参加都道府県数　47都道府県
　　（P48「応募状況・入賞数〈交通安全ポスター〉」参照）
２．全国コンクール応募状況
 応募作品数 　小学生の部 225点
  　中学生の部 117点
  　　　計 342点
3．審査基準
 第46回（平成29年度）JA共済全国小・中学生交通安全ポスターコンクール募集要項にもとづき
 審査・選考した。
4．審査経過
  【第1次審査会】 
　　交通法規の誤り、 および特定商標描写の有無等について審査を行い、 指摘内容を明示した。 
  【第2次審査会】 
　　学年ごとに15作品、 計135作品を選出した。 
　　以下学年ごとに上位8作品に順位をつけ、 残りの7作品について佳作とした。 
  【最終審査会】 
　（1）中学生、 小学生高学年（4～6年）、 小学生低学年（1～3年）のブロックごとに第2次審査会で選出され
 た各学年2位の3作品の中から1作品を大賞として選出し、 選出されなかった2作品を家の光協会会長賞
　　 （ちゃぐりん賞）とした。 
　（2）各学年1位の作品と上記（1）で大賞として選出された作品についてブロックごとに（内閣府特命担当大臣
　　 賞、 農林水産大臣賞、 警察庁長官賞、 文部科学大臣賞）を選定した。 
　（3）学年ごとの順位に従い、 全国共済農業協同組合連合会会長賞 金賞（1作品）、銀賞（2作品）、 
 銅賞（3作品）、 佳作（7作品）を選定した。 
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JA共済は書道・交通安全ポスターコンクールをはじめとした
様々な地域貢献活動に取り組んでいます。 ちいきのきずな




